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ココヤンの俄維（ Coi r)は非常に需要が多くなり、ゴム加工したものが，自動車や電車等の

クッションに使われるようになった。今まではなわやくつふきなどに利用されていたが合成品な

どに圧倒され，だんだんと需要の少なくなっていたものも，このように新しい用途が開発された

ため大いに需要が増している。内果皮（ Vエル ）は堅い殻で，活性炭の原料となるが，これがま

た公害と関連して需要が急増し，月に数千屯も輸入している。・ 冷蔵庫の脱臭剤としても有

用なことはテレビの宣伝でよく知られている。コプラは現地で生産され，これを搾油したものが

ココナットオイル，またはヤン油という。搾り粕は飼料になる。アプラヤンは中果皮（果肉）の

部分に豊富な油を含んでおり， 24時間以内に熱処理をして酵素の活性をなくし，同時に搾油さ

れる。こ の油をパームオイル又はバール油という。内胚乳に相当するものが．パ ームカーネルで

あるが，これを包んでいる内果皮は現在のところ利用の途がなく．燃料か道路に砂利代用として

敷いている程度である。ココヤンの殻のように活性炭にならないものかと考えている。パームカ

ーネルは主として輸出され，パームカーネルオイル ，またはパーム核油が搾油される。ピンロウ

子は漢方薬として輸入されている。サトウヤツやバルミラヤンの花梗を切つて集めた液を煮つめ

て作ったのがヤン砂糖です。パルミラヤンは大陸の乾雨季のはつきりした地帯に多く，サトウヤ

ンとパルミラヤンが混在する所もあるが ，長いはつきりした乾燥季のあるところではバルミラヤ

ンだけになつてくる。カンポジャやタイ等はほとんどパルミラヤンだけとなってくる。パラミラヤ

ンの果肉は寒天状で，むいて菓子のようにして売つている。葉は屋根ふき材料として利用される。

ナツメヤンは東南アジアにはほとんどなく，空気は乾燥するが根には充分な水分の供給される砂

漢のオアンスのような所にある。果実は主として食用にし飼料としても使われている。サゴヤン

は湿瀾なモルッカから，ニユーギニア方面に主として自生しているが，マレー半島からタイ南部，

スマトラ方面にもみられる。幹の中に多員の澱粉を含んでおり，現地人は主食とし又製品化して

輸出しているところもある。カルナウバロウヤンや，パパスヤンは南米産のもので，臓や，油脂

が取られる。サラ ッカは果物として生食される。独得の風味がある。

このような多くのヤンの中で，最も栽培が多く ，生産物が世界市場において大々的に取引され

ているのは，ココヤンとアプラヤンの 2種類である。そこでこの 2つにしぽり ，多少 2つを比較

しながら話を進めよう。

日本では最近アプラヤンが特に注目され，かなり名前は知られてきたが，正しい認識に若干欠
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けている向きもあるようである。

]lココヤ｀ンとアブラム‘ンの来歴と植栽

l.来歴

ココヤンは．熱帯地方では古くから広く利用され ．生活に欠くことのできない作物として

役立つて来た。海岸近くによく生え．波打ち際でもよく育つ。果実が海へ落ちると浮く。果

実は海水に浸つても何ら害がなく．好塩性植物といつて塩分は生育にも有害ではない。波に

乗って流れついた所で発芽し生育するので然帯の海岸はたとえ無人島にでもこのヤンはみら

れる。オイルバームも西アフリカの原産地においては古くから利用されていたようであるが．

ョーロツバにこのヤンの油が入ったのは I9世紀の中頃で比較的遅い。このヤンが東南アジ

アヘ入ったのは I8 4 8年で．その原木という木が現存している。

2. 品種

栽培に当つては品種が非常に大事な役割をする。ココヤンも木のもつている果実の生産力，

内胚乳の割合．内胚乳の菫趾等が木によってかなり相違がある。ココヤンは他花授粉であり．

雄花が先に咲き雌花があとで咲く 。このように同 じ花房でも同時に咲かないので他の木の花

粉がかかる。ココヤンの花房は 7年目位から各葉えきにでてくる。収穫は 8年目位から始ま

るがこの時期では生産力は判定できない。 l2~1 5年位で初めて生産力が判定出来るよう

になるが．その時は木もかなり高くなつていて人工授粉が困難になつている。ャvも一種の

果樹とみてよく，隔年結果の傾向が当然出てくる。温帯の果樹だと字のとおり一年おきであ

るが熱帯のヤンでは一年中花が咲いている関係から 1本のヤンの木の果実生産量にはあるリ

ズムが生じてくる。現在よく結実しているからこの木は優秀だと判定するわけにはいかない。

少くとも 2~3年の生産力はみなければならない。又前述のようにヤンは他花授粉であり，

母親の木の生産力がいかによ くとも父親の木が判らないため．生産力の高い木の果実を繁殖

に用いることは殆んど意床がなく，事実そのようにしても成果も上つていない。現在ココヤ

ンについてはほとんど品種改良が行われていないといつてもよい。

オイルパームは雌花房と雄花房が交互に葉えきにつく。果実 1つをみるとココヤンと全く
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同じ形態である。ただココヤンと異なり中果皮（果肉）に油を含んでいる。内胚乳はコプラ

と同じ性質のものでアプラ ヤンではパームカーネルといわれる。

第 1 図
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果肉が薄く て殺（内果皮）の厚いものは：由の量が少ないことになる。殻の薄い品種改良を

始めた事もあったが．非常に生産力が少ないのでやめてしまった。偶然東南アジアには．比

較的優秀な品種が入っており．この種類をDeliDura と言う。これは果肉の割合も比較

的多くて収伍も多い。現在はこれよりさらに果肉の割合が多く．収はも高いTenera の増

植に期待しており，これはDuraと核のないPisifera との F1ハイプリッドである。

第 2 図

—中果皮（果 肉）

ー内 果皮（核穀，穀， She11) 

ー ・核（カーネル） ｝穀核

Dura 
DeliDura Tenera piei-fera 

o o ◎ o 
この品種改良は可成り進められている。アプラヤンでは播種後 4年目ころから収穫が始ま

る、プランテー ンヨンでは早 く投下資本の回収が出来るという事で，喜ばれているが木の確

実な生産力の判定は 12~ 1 3年たった盛果期にならないと判らないu このようにいざ品種

-5-



改良となると，長年月がかかる。これを手がけているのが主産地の西アフリカ ，マレーンヤ，

インドネンヤ等である。 l 8 4 8年にポゴールに入った数個Q},Duraの種子は最近まで東

南アジアでは優秀な磯能を発揮してきたが現在ではもはや過去の品種となりつつある。優秀

な品種の種子が入手出来るか否かが成功が大きなかぎとなる。ただ単にオイルパームは良い

と言っても．未開地で ．適地の判定もされてないようなところにプランテーンヨンを作ると

いうような計画をきくことがある。パーム油の収量も ha当り 5~6屯もとれ，資本の回収

がすぐ出来るというぬれ手にあわのような説明をきく が ．今まで述ぺたように．非常に苦労

して品種改良に努力している西アフリカ ．旧ぺ）レギー領コンゴー，旧仏領西アフリカ．マレ

ーンヤ，インドネンヤ等が何 l0年もかかった改良品種の種子をくれるはずがない。これか

らのプランテーションは如何にして生産費をさけるかに焦点がある。木が高くなると収穫に

労力がかヽるのは当然である。木によって非常に高くなると．割合に伸びないのとがある。

木の高底によって収穫コストが違うし．原地人も木が高いと収穫労働をいやがる。あまり高

くならない品種を育成する事も ．品種改良の目標となっている。

3. 土地の選定

次に土地の選定について述ぺる。オイルバームのプランテーンヨンの規模は ．加工場との

関連から最少限80 0 haとされていたが．最近では3.0 0 0 haがミニマムという事も聞

いた。もつとも面積の大小は全体の収駄との関連から考えなければならないことであるが ．

次に大事な事は収穫範囲ができるだけコンパクトに．出来れば工場を中心として円形的配置

をとつていることで．これによって中心の工場搬入の距離が短かくてすむまた社会地理的適

地としては質の優れた労働力が沢山得られる所がよく・または移住者を補充出来るという保証

がなければならない。土地権利（こついてはしつかりした取決めと保証がなければならない。

開発途上国では往々にして政情が不安定であるので．特に念を入れる必要があろう。収穫果

房の運搬は勿論の事．商品化された輸出用のバーム曲やカーネル．等の輸送に便利でなけれ

ばならない。

赤道下において標高50 0 m以下とされている。標高 50 0 mでは平地とくらぺて 2~3

℃低い程度である，運搬やその他の作業の閑係から卓坦地か ．ゆるやかな傾斜地であること
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が必要である。

プランテーンヨンを設定するに当つて、その地にどのような植物が生えているかを調査す

る必要もある。密林もあり．まばらな 二次林もあるし．またアランアランが生えている場所

もあるだろう。自然の値物によってその土地の肥沃度がある程度判定できる。密林は一般に

肥えているようにいわれているが案外市地J)場合もある。アラソアランやヽンダ分類も舟地の

指標になるが．アランアラン草地でもそうでない場合がある。植生と開墾の難易も経四との関

係で重要である。密林の場合は開墾費がかヽるし．アランアランの肥えた所であれば．開墾

費は少いし最も良いということになる。

土痕は物理的と化学的な見方がある。 雨水が停滞すると．折角伸びたオイルバームの根が

腐ったり．機能を発揮しなくなる。土層が深く排水の良い事が最も大切な条件である。 NP

k等有効な土嗅成分を豊富に含んでいることも大切であるが或る程度肥料でコントロー）レす

る事は出来る。

雨日は年 1,5 0 0 11t111あるいはそれ以上で．年間平均に分布し極端な乾燥季のない事である。

日照も豊富であること。

これらどれ 1つとして、軽視してよいものはないが技術で或程度改善出来るものもある。

4.栽培

ココヤンは 1カ月に 1枚の割合で葉がでてくる。その葉えきに果房がつく 1果房に大体 5

~6個着果するので．年間約 60~7 0個とみればよいだろう。 1個30 0 gのコプラがと

れるとして 1本の木で 18~2 0 K和含油率が60％で歩留80％とすれば約 9~10 Kr;の

ヤン油がとれることになる。

a 苗の養 成

ココヤンの果実そのものが．植不鉢の役割をするのでそのまヽ発芽．移植できるので簡

単で苗の養成には問題もないが．オイルバームでは発芽が自然状態では仲々ひまがかかり．

又発芽が不そろいであるので．然処理によって発芽を促進する方法があり．これを行うと

ほぼ一斉に発芽してくる。苗の養成もなかなか手間がかかる。移植時の植傷みを防ぐため．

最近にピニ— lレポットを用いているが濯水などに手間がかかる っ 又苗の時代に．将来性の
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ある個体は長年の経験により判断出来る。ずんぐりとがっちりしている苗は良いとされて

いるので不良の苗を陶汰する。このように技術がいるが ．その技術が適切であればそれだ

けの効果も大きい。即ち収穫期が早まり． 収量も多い。

b 栽植密度

栽植密度は lhaに何本植えるかという ことである。永年作物だけに大事である。ャン

類の特長は枝の出来ない事で．葉は幹の頂上に着いて．幹を中心に円形の樹冠を作ってい

る。

日光を充分利用する為には正方形植がよいが隣の木の葉の間に接する空間が広い。これ

をもつとつめようとすれば正三角形植が必要となる。果樹のように初期の収且増加を図る ● 

ため密植をして後だんだんと間引いていく方法はとりにくい。好の巣植をして 7~8年し

て間引いて行く方法も あるが． 現実に東南アジアで見た ことはない。又ChiId の文献に

はココヤンを花輪式の植方と称して直径 lO mの円周に 8本植という極めて密植栽培も ア

フリカの農民の間で行われているということである。

幼樹の間は空間利用のため．間作に緑肥栽培をやる。最初Calopogoniumが茂る。そ

れが弱つて くる とPueraria という熱帯クズが茂り．そのうちにヤ ンが大きくなりかげ

が多くなると Pueraria はおとろえ、そのあとにはCentrocemaが茂る。 このように

3種の緑肥種子を混播するとよい。この外にココヤ ン園では間作にコーヒ ー． 力hオ ．パ

ナナ ．パインアップル． 等を植え る例があり、又好ま しくはないがキャッサパをうえ ．ま

たトウモロコi/.陸稲．豆類を植えてそこに働く労働者の食糧確保にも役立てている。し

かし．ココヤンの収穫が始まればこれらの作物は切りはらい．ャンの肥培に努めなけれi1 ● 

ならない。

葉の最大長は ．順調な場合 5mくらいであり． I辺］ 0mの正方形植とすれば lha 

1 0 0本植となる。 1辺 10 mの正三角形植は約 lI 5本となる。舟地の場合 8~ 9mと

し．極端な場合は 7mにする ことがある。 7mの正方形植で 20.t本．正三角形植で 236

本となる。オイルパームの場合はココヤンよりいくぷん密植されている。

c 収穫

オイルパームの開花は．発芽後 3年目位．ココヤ ンでは ．7年目位から始まる。それで
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収穫はオイルパームで4年目，ココヤンでは 8年目からである。植付から収穫はじめ迄の

杷培管理は非常に大切です。単子葉植物の特性として． ーたん形成された幹は．後からい

くら肥料をやつてもふとらない，竹の子に例をとれば，竹の子の時の太さで竹の太さは決

まつてしまい，後からいくら肥料をやつても肥大しない。ココヤンも文イルバームも植え

て3~4年しなければ幹は地上に出てこない。この期間の幹の基部が作られる時に蓑分不足

とか，雑草に押えられたり，害虫に葉を食われたりして生長点の活動が害われた場合は太

い幹にならない。幹が小さいと養水分や葉で作られた同化物質が通る維管束の数が少なく，

結局収械が少ないと言われている。木の低いF』は収穫作業はココヤンではきわめて容易．

アプラヤンでもそう困難ではないが木が高くなると困難となるっ殊にアプラヤンでは困難

となるが．アプラヤシは木が高くなると結果数が減り，反対に 1果房重が大になる。それ

でも木が高くなると収穫コストが高くなるので経済的樹令は 25~3 0年である。

d.災害対策

旱害や虫害等の被害にあうと前述の理くつからその時に形成された幹が細くなる。幹に

太いところ細いところとみられる状態はココヤンの不適地といえる，天然災害の多い地帯

であり幹は歴史を物語っていると 言える。病気の株は発見次第抜取り焼却をするが．病気

といえばすぐ薬剤撤布というように考えられがちだが．それ以前に．耐病性品種の選定と

か停滞水のない排水のよい土地を選ぷ事であり，適当な施肥もし．旱魃にあわないように

施策を講ずる事が先決である。ャン園を作る場合出来るだけ前作がヤンでない方がよろし

い。病害虫が潜在している可能性が高いからである。害虫ではサイカクカプト虫が広くみ

られる。これは枯葉等有機物が堆栢した所に卵を生む習性があるのでこれの枯堂葉の集積

したところに卵を生み，繁殖の混床となる恐れがあり緑肥を植えたが良いか，害虫を締出

したがよいか問題となるが， 有啜質を堆積して産卵場所を与えて誘殺することがよかろう。

質 疑応答

（質） サゴヤンについて説明を乞う a

（答 ） サゴヤツについての認識は非常に低いが，終戟直後ヤン粉と称した配給をうけたのは恐

らくこの澱粉であろう。私はモルッカ群島でこの澱粉を 3年間常食とし， このヤンにつ

いては多少知つているので簡単に述ぺよう。
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サゴヤンは低虚地で他の作物のできないような，例えばメタンガスのプクプク湧いて

いる地帯に成育するという特質があり．強みがある。種子から育つことは少なく．栄養

繁殖ができる。株からいくらでもでてくる吸枝に少し根をつけて切りとりふやすことが

出来る。ほつておけば 1本の木からパナナの様にいくらでもでてきて大きな株を形成す

る。植えてから収穫するまで 15年くらいかかる。 1 5年くらいすると上に花が咲く，

その花が咲く少し前にみきの中にでんぶんが蓄積される。一たん花が咲けばその木は終

りである。幹の中を割り．ずいをけずり．水の中でもみだすとでんぶんがとれる。私の

経験では生澱粉として最高80 0 Kr;,普通は 30 0~4 0 0 Kr;がとれた。収穫適期は花

の咲く直前であるがなかなか判定は出来ない。現地人は．今切れば何向とれると非常に

正確に当てるのである。おそらく幹の中では糖の形で蓄積されているのだろうが．花の

咲く直前になると酵素の作用で糖から．急激にでんぶんにかわるのだろうと思われる。

澱粉は現住民の重要な食糧である。

サゴ澱粉を商業ベースで採取することは難かしい。またそのようなことを試みればサ

ゴ資源は直ちに枯かつするだろう。しかし何 10万屯．何 IO 0万屯のサゴでんぶんが

人間に利用されることなく自然に腐つていくのもおしいことである。わずかに小規模に

サパでは華僑が商業的サゴでんぶん採取をしている。幹は水に浮き，水匹つけておけば

でんぶんの変質も防がれるので貯水池を作り，でんぶんをとっている。

（質） 産地としてはどこなのか。

（答） モルッカから東が主であるがカリマンクン匠もある。サパでは今述ぺたように華僑が現

． 

地人から幹を買い，でんぶんをとり，日本たも諭出している。他はほとんど利用してな ・
い。典型的な赤追多雨地帯の祖物である。

償） 産業としての価値は。

（答） きった幹の運び出しさえ出来れば ，産業としての価値はあるだろう。日本の商社でも調

査に行った人がまずまいってしまう。いやな混地帯でプヨがおりメクンガスが発生し，

くさったでんぶんのいやなにおいがただよっている。このような滉地帯から運び出すこ

とが大変難かしい。
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私は3年間，これを食ぺて生きてきたがいろんな食ぺ方がおる。

でんぶん資源としては．自然に最も大駄にあるものだが人間はそのごく一部を利用し

ているにすぎない。ニッパヤンは水ぎわに． その少しうしろに行くとサゴヤンがある

という状態である。見なれない人には，サゴヤンとニッパヤンの区別がつかない。サ

ゴは幹が上に出て くる。 ニッパはでない。ニッパの方がよ り水ぎわにある。

（質） オイルパームの栽培適地であるが， ココヤンの場合と比較して，差というのは地域的

にどのへんなのか。

（答） 大きくつかんでいえばココヤンは海岸付近に多い。オイルパ ームのプランテエーン

ヨンはある程度まとまった条件の良い土地にある。海岸はココヤン，内陸はオイルバ

ームといえばよいだろう。

（質） オイルパームは塩はどうか。逆にココヤンの場合塩がなければいけないのか。

（答） オイルパームはいけない。ココヤンの場合も塩化ナトリウムは必須の物質ではないが，

インドでは木を植える時，塩を穴に入れるそうである。塩水にはいろんな養分が含ま

れている。ココ ヤンが海岸に生えているかぎりは微口要素の欠乏がおこらないだろう。

オイルパームは大体内陸の方に植えられ，常に油を持ち出し，またバームカーネルと

いう一番養分の含まれた所を持出しているので微駄要素の欠乏も，肥料のアンパラン

スもおこってくる可能性がある。しかし，養分欠乏特に微量要素欠乏の判定は難かし

くオイルパームでも葉が黄色くなってきたからといつて，微位要素の欠乏とはいえな

い。例えば，スマトラのランポン州にあるプランテージョンを見たことがあるが，雨

の直後ではあったが，オイルバームが水につかつていた。なかでも排水の悪るそうな

所のヤンは成育が悪く，ある微紐要素の欠乏症とそつくりの葉の周縁が茶～黄褐色を

しているのが見られたが，これはおそらく根がやられているものと思われる。はつき

り実験したのではないが，ココヤ ンの方が多少乾燥に強いのではないかと思う。ココ

ヤンが海岸の砂浜に生肴しているからやせ地にも適するとは云えない。というのは，

背後地の山からの伏流水が流れている所が多く，山の養分をとかした水が地下を流れ

ていて， 一見砂だけのようにみえるが実際は養分の供給が多い。両ヤンの最適pHも

違いココヤンは 7~8,オイルバームは 5~ 6である。オイルパームの方が酷性に
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つよいといえる。

（質） マリアナ諸島の現地人に聞くとココヤンの葉は 1年間に I4枚でる。するとだいたい何

年へているか．植えた年数と数があうわけであるっインドネンアに行くと 12枚位，だ

いたい I2~I 4枚が主体になるのか。

（答） 1 1枚～ 13枚位と思つている。条件のよい所は数が多いというが，今の話で I3枚を

I 4枚に訂正しますが，だいたいこの範囲で，平均 I2枚と私は見ている。オイルパー

ムは lケ月に 2枚の葉がでるから 1年に平均 24枚とされている。ココヤンでは葉痕が

幹を 1周して取巻いていて数えやすい。例えば今葉痕が I2 0あったとすると I2 0枚

-:-I 2枚＝I0年，樹冠の葉がだいたい 3年分位（ 36枚位 ）ある。また植えてから幹

が地上にでてくるまでに 4年かかる。これを合計すると 17年となる。木をきつて年輪

を数えなくても．ココヤンは樹令がわかる。

各々の葉えきに原則として花房がつく。葉が 1年に 12枚でると I2個の花房がでる

ことになる。アプラヤンは前述のように 1年に 24枚位の葉がでる。原則として各々の

葉腋に花房がつく。ところが9花房．3花房と交互につくから 9花房だけの数は I2個

となる。これは原則で．実際はオイルパームの場合，若い時でも 7~8個，だんだん年

をとつてくると 3~4個と減少してくる。

（質） オイルパーム．ココヤンの葉面の蒸散鼠はどのくらいか。

（答） ココヤンの産地には前述のように背後地からの伏流水のある所もある。例えば雨鼠の少

ない，中部スウウエンの PaI uは年雨量 526l111(22年平均）ミンダナオのZamboa-

ngaは．フィリッピンで雨量は最も少ない 1,I O O 11t111の所であるけれどココヤンの生産は

最大であるといわれている。ココヤンは 1日1本当り 2o o Lの水を蒸散作用によって失

う。 IO 0本／ha植として，年間約70 0 llllllの雨量に相当する。これらの地方の地下

の水脈の役割は大きい。一般に雨の少ない所は日照が多いといえるから水さえあれば同

化作用が盛んで収量も多くなるわけである。

（質） 逆にランポンでは雨が多くて水につかつているというような，オイルバーム國もあると

いうことであるが．そういう状態の付近の土の湿度は相当高いはずである。そのために

おこる成育のダメージはどうなのか。また 2~3時間で排水できる場合もあるから滞水
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時間がどういう影雲を与えるか。

（答） 詳しくはわからないが停滞水で根の呼吸作用が阻害されるので当然悪い結果がでてくる

ことは想像に難くない。その害は勿論時間に比例して大にあり，ある程度以上では回復

の困難なダメージを 与え，根は死んでしまうだろう。ココヤンは海岸の波うちぎわにあ

るものもあるので停滞水に強いのではないかと考えられるが，潮は 1日中ーにみち，ひきが

あり，干潮の時には酸素を吸入しながら潮はひいていく。満潮のときは根の呼吸で，で

きた炭酪ガスをおしだしながら満ちてくる。川の縁も，川水が流れておれば酸素の供給

があり，よく生育する。ココヤンも停滞水は大へん悪い。

● c質） ココヤンは 1年9こ60個位というのは少ないのではないか。私が数えてきたのは 12 0 

個位あった。

． 

C答） 私はうちわに見積つたのである。 このぐらいに見積つていれば確実であるということ

である。少ないのは 30個くらい，多いのは IO 0個以上ある。キングコつナ ッ トとい

うわい生種は沢山なるが． この品種は主としてヤンの水をのむためのものである。

（質） 植えてから 4年半位でなるのがあるか。

（答） 今述ぺたキ ング ココ ナットは 4ー 5年目からな りだす。

（質 ） コフヤンを発芽させる時に上をカッ トするのとしないのとあるがどうか。

c答） カットした方が水をよく吸収する。果実そのも のが植木鉢である。乾燥する地域では，

地面に横にして砂を半分位かぷせて植えておく。雨の多い所では上を切ったり，切らな

かったりするし， さらに雨の多いところでは繊維を少しくはいで 2個の実をつなぎ合わ

せ．竹にぷらさげておくだけで発芽してくる。 繊維 （中果皮）の中で伸び，やがては外

にでてくるが丁度この時穴に定植すると少しも根を傷めることがない。

（質 ） ココヤンは収穫してから一定期間，貯蔵．乾燥期笥が必要か，

（答 ） する必要はないが相当期間放置しておいても変質することはない。

話は変るが私が カンポ・ジア匠いた時，有力な華僑の 1人がカ ンポジアのココヤンよ

りセイロンかマレ ーのココヤ・ンをとりよせて栽培したがどうだろうかと相談をうけた3

私はとりょせる輸送途中で傷がついて水がもれたり ，虫に喰われたり，発芽途中のヤヽン

リンゴがとれたりして．ダメ ー・／が多いだろうからカンボ ・ジアのものを植ぇ ，苗の形態を
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見て将来有望と思われるずんぐりしたものを選んだらよいのではないかとアドバイスした

ことがある。ヤンの水は非常匹大切であり，ャンリンゴのとれたものはだめなのである。

（倉光氏） 水がだんだんとうふのように白くなる。それが 1年間なりの栄養になる。pH 7~ 

8というのはわかる。パイナップルはpHS~6位のところにしかできない。ココヤ ン

の後にはパイナップルはけつしてできない。タイの 6.0 0 0ヘクタールのパイナップル

園はそういう状況のところである。

（佐藤） 石灰岩の風化 したような土嗅もコ コヤンにはよい。玄武岩の崩壊してできた土攘もよ

い。

（質） デンケーテッ ドココナット （刻みコプラ） について説明願いたい。

（答） 私はつくるところを見たことはないが， セイロンでは外側の種皮を水で洗いながらナイ

フをとり除き， 機械9こかけて刻み，火力乾燥する。これは一番価格の高いコプラで洋菓

子などにつかわれる。

（質） オイルバームには生産のリズムがあるといわれるが植物の特性か，栽培の技術的なもの

なのか。

（答） 果房の生産が気候や肥料の影響をうけて多くなると次には生産が少なくなる。温帯の果

樹で見ら・れる隔年結果と同じような現象を呈する。ただ熱帯では温帯のように 1年単位

で生産の消長がみられる訳ではない。気候は大きくその地域全体のオイルバー ムの生産

の消長に影響するだろうし，虫害を受けたような木が回復してくればその木自身にも生

産の消長がでてくるだろう。ヤンでは花芽分化から収穫までに 2年半もかかるのである。

． 

気候や施肥の反応も複雑な経過をたどつて収量に表われてくる。 ● 

（質） 環境の影響をなるぺく小さくする方法はあるのか。

（答） いろいろの方法が考えられる。停滞水でやられるのは，そのような土地を選ぷのがそも

そも間違いで問題外としても一番多いのは乾燥の害であろう。灌漑できない場合は有機

物でマルチングするのがよい。ただマルチングをすると，サイカクカプトムンの産卵の

場所となる。マルチングはヤンばかりでなく， コショウなどひろく熱帯作物の栽培でと

り上げるぺきだと思う。昔，東南アジアでは，非常な干魃のあったことがあるがマルチ

ングをしていたコンヨウ園は，その害をくい止めたいと言う記録もある。火災で燃える
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危険もあるのでマルチングは 1列おきにするなどキメの細かい配慮も必要である。

（質） 現地で管理のよくいきとどいたプランテーンヨンで生産のリズムを小さくしようという

目的のためにとられている対策はあるか。

（答） 特にその目的でとられる対策はないように思う。なおヤンについてもつと詳しく知りた

い人は拙者 II 東南アジアのヤン 9東南アジア研究第 5巻第 2号 (I9 6 7)と私の訳し

た II油ヤi/II海外農業開発財団刊行をお読みいただきセい。
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技術協力陀おける椰子の綜合開発匠ついて

I. 椰子の綜合開発について

辻化学技術事務所

技術士・塁学博士
辻 西

椰子樹は熱帝諸国陀おいては•生命の樹，と呼ばれ，原住民の日常生活忙欠くことのできない

ものである。またその果実より生産された檬維，油脂活性炭などは広く世界で利用され，貴重な

国際的汽源であるその利用の状況は次のようたなる。

幹・・・・・・・・建材，装身具

葉........•屋根ふき材料，バスケット，バック，うちわ，ほうき

葉径・・・・・・いす，机の脚，パスケット， 材

樹液．．．．．．溌酵酒（ Toddy,arrack)

果実・・・・・ •1 外皮・ ・・・コイヤ・・・・ロー プ，マット，プラッシュ ，肥料

I核実・1穀・・・・・活性剤，プラスチック充頃剤，容器，燃料
肉・・・・・乾採ココナッツ・・・・・・食用製菓原料

コプラ・・・・・・・• • I椰子油
粕・・・・飼料，肥科

液・・・・・飲用飼料

椰子はこのように利用されるが ，その最も主要な製品である椰子油は国際的に供給が不足して

おり，その価格も次第匠高騰している，これ花は次のような原因が考えられる。・第 1に原産地国及び国際間で椰子油の梢投が激増していることがあげられる原産地国での生活

水準の向上匹伴い，椰子果実の国内消費が噌し，たとえばセイロンでは総生産位に対する国内消

伐の，，，は年々増して相対的た輸出の，，，は低下している。日本匠おけるコプラの輸入位の年次経過

は次の通りである。

4 1年

4 2年

4 3年

4 4年

107,612 t 

1 1 2, 0 5 9 t 

l 2 6. 0 6 6 t 

1 0 8. 7 5 1 
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L4 5年 l 2 6, 9 3 9 t 

第 2の原因は原産地国における作柄の不良である。これ花は病虫害匠よる椰子園の疲へい ，椰

子樹の老齢化，生産性の低下などが考えられる。

国際経済の場で言 うならば原産国化と って椰子は詈項な外汽取得源であり，椰子産業の開発匹

力を入れているが，その成果は充分でない。

椰子の総合開発匹技術協力を行うことは椰子油の園際市場匠おける供給を豊か匹すると共匠原

産地国匠おける経済開発匠大きな協力を行うこと匠なる。

椰子特匠その果竃は上述のよう匹多様の用途をもつが，原産地国たおける現況は ，これらが綜

合的に合理的に利用されていない。

者は，椰子樹の裁培，その果実などの効率的な綜合利用技術を現地匠提供すること花より， ． 
製品の付加価置を高め ，

⑪ 低開発国の民生を豊か匠する産物を生産し

＠ 遊休民化就業の機会を与え

〇 その国の外貨収入を増加すること

などを目標として，この計画を立案した3

低開発固といってもその国清はさまざまであって一概には論ぜられないが，先進諸国のよう匹集

約した効率的な機械力による加工方法は望まれないむしろ笠は悪いが，価格が安〈，豊富妬ある

人力を充分に活用する方が有利である。またその生産規模も，低開発国匠共通している運輸， 交

通の不備を考えると ，集中的な大型工場よりも，分散した小型工場を数多 く設ける方が適してい

ると思われる。

2. 椰子樹の栽培

椰子は熱帝，亜熱帯匹生育するが最適気温は 29℃付近であり， 29・c土 7℃の範囲でよ く繁

殖する， 21℃以下の気混では不適である。

気温に対しては湿度及び地下水が充分であれば耐える。 雨絋は1.3 0 0~2. 3 o omm／年間が

好適であるが，これより多湿であっても土壌の排水が良好であれば耐え，これより低滉であって

も瀧漑が充分であれば生育する。

植裁は先ず苗床で発芽させ ，発芽後 30週間後， 3枚の種葉ができる頃，移植される。

Copeland VC:よれば椰子の梢樹の間隔は 1Om~ (3Qfeet)の間隔をおいた正三角型状が

適当であるとしている。しかし，これは日照面積，土地の状況，天候など匹左右されて変動する。

-1 8 -
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10m(or30ft) 

従って標準としては 10 m間隔の場合1acre当り 47~5 6本となるが‘，平均して 50本／

acreと考えてよい。

哨樹して 5年間は本幹を生せず，葉も羽状に分裂しない，平均して 6年目より開花するが，発

育不良のものは結実せず，その後次第匹多く結実するよう匹なる。 1 0年目以降になると年間 6

0ケ以上の果実を生産するよう匹なり，この状態は 60年位焼 〈，従って椰子の経済的な生育期

● 加 10年目から 60年目の間約 50年である。しかし好条件匠おいては80年位まで経済的な

収獲があるという。

． 

以上の説明から成熟した椰子園の場合平均して 1樹当り，年間 60ケの果実がとれるものと考

えてよい。

セイロンで 19 3 4年VC5. 3 aeceの開墾地VC2 9 2本の種子を楕えて行った裁培試験結果は

別表 1の通りである。

椰子園のひへいと言うことが現在問題となっているが，良い収穫を得るたは適当な管理が必要

である。

⑪ 湘桟および排水

＠ 施肥

e) 病虫害の予防

気候士壌の種類匠応じて適当な灌漑，排水が→なわれなければならないことは前述したことで

あるが，施肥もまた重要である。南印度では椰＋~ 1 :is:当 り年間N• • • • 0. 7 5 1 b,  Ez 9; • • • • 

0. 7 5 1 b, 応 O・・・ ・l.51bを与えること匠よって果重の収位を 44弔増加したという試験結

果がでている。病虫害匠よる呵子園の荒廃もせ界的な傾向であるが，これを予防するための農薬の

使用その他適切な万法が講ぜるれるぺぎである。

セイロンでは椰子園の管理をよ くすること たよって，平常の 3倍もの収穫をあげ得ることが試

験結果として明らか匠な っている。
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別ix.l Performance o:f 5.3 acre clear Log（じeyLorv

(292 seedlings from Nine hlgh yielding mother l:'abms) 

trans Planted Ln Iり34

Period after No of ，，，of total No of nute average hut 
year しra n 8 p上 ant- pa Lrns in (2 9 2) per per 

at ion bearing bearing acre 
Gea r8) palm 

1940 6 20 6.8 1 9 1 9.5 36 

4 1 7 l 5 9 5 4.4 2,410 l 5.3 460 

. 4 2 8 247 8 4.6 11,320 4 5.8 2,136 

4 3 ， 288 98.6 14,880 5 I. 7 2,807 

4 4 t 0 291 99.7 l 5,'11 0 5 3.0 2,908 

1 5 1 1 2 9 l 997 l 1,835 4 0.7 2,233 

4 6 l 2 291 9 9.7 1 2.7 9 0 4 4.0 2,4 1 3 

4 7 1 3 292 100.0 l 0,2 9 7 3 5.3 1,943 

4 8 1 4 292 1 0 0.0 1 9,3 9 3 6 6.4 3,659 

O
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． 

． 

3. 椰子果実の 加工

3. 1． 椰子 果 実

椰子果実の成熟の過程を別図 1VC示した，結実した種実は 12~1 3月で成熟する果実は6ケ

月位で最大の大きさた達するが ，この時期匹核の形成が始まる核は最初はうす くジュリー状であ

るが ，次第匹厚く ，また固〈なる。核の内部は最初は水で充されているが生溌と共匠果実は水分

を失って重量は経くなると共尻，内部匠空胴部を生じて，果実を振ると内部で水がはねる。

(Slosh)するのを感知できるよう匠なる。

充分生熟した椰子の果実は別図 2のよ うな構造をもっている。

果実は長径が？ 5～ 4 ocmの円型または楕円型で，その重さはl.2~l. 8kgに達するが ，ょ く成

熟したものの平均は 1.6 kgと概算される。その組成は次のよう匠なっている。

Husk msat 6 5 0~8 0 0 g 

Coconut I Shell 4 3 0~4 8 0 g 

Kernel meat 1 5 0~2 5 0 g 

Coconut water 1 5 0~2 3 0 g 

計 （平均） 1.6kg 

別図 l. Development of nut from flowering to harvest 

male flowers pollen plhase 

Female Flower receptive 

Fruit setting 

Kernel formation 

Dark colour of shell 

wa t e r 9 6 1 0 S h 8 6 9 

Husk dries out 

Nut completely ripe 

Nut usually pieked 

Nut fall 
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別図 2． 椰子の果実

meat (Fiber ma at) 

Kernel Shell 

Kernel meat 

J e s o 

3. 2. 椰子果実の加工

椰子果実は椰子樹の各部の中でも最も利用価値の高いもので ，椰子の裁培は工業的匹はこの果

実を目標匠行われる。別図 3に椰子果実の加工系統図を示した。

本表に用いた数字は果実 1o. 0 0 0ケ匠対する得位を示すものである。前述のよう陀充分成熟

した果実は 1ケl.6 kgに及ぷが ，実際の工業的原料として利用する場合花は未成熟のもの ，小

型のもの不良果なども考えられるので 10,000ケ当り ，原価の重量 14 "t (1ケ当りl.4 kg) 

として算定するのが妥当であろう。

次匠加工の規模を述ぺる。

． 

者が見聞したセイロンのKurunegaraKおける元英国資本による加工工場の規模は，核果 ・
匹して 1日30, 0 0 0ケ処理の能力をもっものであった ，この工場の設備は旧式ではあったが，

この地方化おいては屈指のよく管理された大工場であって，核果を周辺の眠子園より集めて主と

して乾操椰子粉 (Desicca-ced coconu"t)椰子油及び活性炭の製造を行っていた3

今 1日VC1 0, 0 0 0ケの果実を集める工場を想定し，その集荷匠要する裁培面積を求めると次

のように計算される。

1 acre当りの植樹数

1本の年間果実生産量

加工工場の年間操業日

5 0本

6 0ケ

3 0 0日

とすると要栽培面績は

10,000ケ X 300 

50ケ X 60 

= 10,000 ere 
となる。
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別図 3 椰千果実加工系統図
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道路が整備されて運搬手段もとヽのった地方であれば， 1日(ICl 0, 0 0 0ケの果実を集荷する

ことも可能であるが，これから開発をまつ地城ではむずかしい場合も考えられる，しかし効果的

に加工を行う妬は最少限必要な限度を設定する必要がある。本稿の工場計画において筆者は 1日

5, 0 0 0ケ処理量をもって工場計画の最小単価と考えた。 この単位は椰子の裁培面積 50 0 ac-

reに相当するものである。

4. 加工各論

4. 1. C o c o f i b e r 

A Coco fidbr 

果実の最外層はHusk 及び Husk mlctであるが ，これは檬維質に富む部分である果実

を適当な方法で破砕すると ，この部分とKarnelに分けることができる。

この部分から得られる coco fiber (co i r)粗剛な檬維で一般の衣料檬維には適さない

が ，単檬維VCは内胚をもっており，またこの繊維の集合体は中央部匹空胴があるので，特異の弾

性的性質があり，比較的経量で対摩粍性たとみ，すぐれた耐水性をもっている，檬維はリグニン

を40，，，以上ももっているのが特色である。

檬維を機械的に分類するには硫毛法(Cardingmethod)と脱舛支法(Decortingcat

method)がある。前者はセイロンなどで行われる方法で檬維をBristle fiber と ma-

ttreBB匠分別して得ることができる。後者はHusk meatを攪械的匠破砕，粉砕すること

花よってFiberを回収するもので，檬維の損偽も多く，長短檬維の分別もできない，また檬維

の歩止りも悪く 30~4 0，，，前後である本計画匹おいては前者を採用する。

BBristle fibelは 2ocm以上の檬維長さを有する，棟毛法匠よって得たmattrese--

fiber はBristlefiberと配合してyarnVC紡糸される最も品質のよいyarnはmat,

． 

Rug,Carpetの製造匹用いられ，品質の劣ったものはRopeやCordage製造匹用いられる， ． 
またmattressfilrsはCushion matの原料となる。また檬維を採取した浅澄は燃科，肥

料として用いられる外，残潅からさらに分離したDustfiberは練炭やHardboardの原科と

する研究も行われている。

B 工場計画

果実はその重さが平均l.6 kgもあり，その容積も大きいので ，運搬手段のきびしい地方で，

これを遠隔地匠集積することは難しい，このために Cocofiberの加工工場は果実の採収地侭

設け，その加工最小単位を 1日5,0 0 0ケ処理とすぺきである。従って場合たよっては核果の加

工工場花は別に立地する場合も考えられる。

-2 4 -



． 

． 

壌維はそれぞれの最終製品にまで加工することが望ましいが ，市場の関係から一部は原檬維の

まヽ出荷することになろう。

C 製造工程

椰子果実より瑣維を採取する製造工程を，別図 4．匠示した。

④集果

良質の遭碓を得る匠は落果をまつより樹上花あるものを採取した方がよい，採取は人間が直接

登って喋るが，竹竿の先化ナイフを取り付けて切断する，竿でとる場合は25 0ケ／日が可能で

あるが，樹登り妬よる場合はせいぜい25ケ／ 日である。

別図 4. Coco fiber の製造工程

PinnedDrum 

臼

その他

-2 5 -



◎破砕

集荷されたものは seasoningの後破砕してHuskmeat とkernel花分離する。この工程

は手勅足踏式のOpenerVCよって行われる，処理能力は一基匹ついて， 20 0~2 5 0ケ／時が

可能である。

e浸漬
分離されたHuskmeatは檬維を柔軟にし，分離をよくする目的で水中匠没漬する。旧式の方

法では校漬は河水と海水が半々匠混った水中に長時間 (3~6ヶ月）浸漬していたが，最近では

Husk Crushingの機能が向上したので ，淡水中に比較的短時間（約 1週間）の浸漬でよい，

浸憤の効率をよくするため匠は強制的匠水中匠沈めるような操作が必要である。

＠圧砕

浸漬の終ったHuskmeatは清水でよく洗って後PressedRollerVCよって桟維を損傷じな

いよう花圧砕される。

⑮ 椒維の採取

圧砕されたHuskmeatは PinneddrumのPinで慌られてかき取られる。この工程では比

較的長いもの (Bristlaf i ber) が得られる。

次た浅在のHuskと複維はCardingmachineで ，檬維と Dustと短小檬維にふ・り分けられ

る。

この方法匠よればBristle fiberが約 2 ，゚，，， mattress fiber,短小檬維が約 30~3 5 

，，，， Dust wasteが 45~5 0，，，回収される。

◎仕上

以上のよう匠して得られた檬維は要すればさらし粉，次亜塩素酸ソーダーなどによって標白さ

れ，再び清水でよく洗って仕上げられる。

R加工

．
 

． 
Bristle fiberは Twine rope makingの原料となり mattress fiberは Cusion-

matの原料としてはmattress fiber広幾分 Bristlefiberを混ぜて． これを一且 Cu-

rled twist ropeの型匠紡糸して setした後 ，ほぐして coilfiber状にして用いることが

多いので本計画ではこの工程を加えることにした。

このよう匠して投入原料 lO 0に対して 70％の収率で各加工品 (Bristle:Rope: Dust-

filer=9: 20: 13の割合）が得られる。

-2 6 -



D 主なる設備機械

．
 

番号 品 目 数屈 摘 要

1 果実破砕機 2 

2 コンペヤー 2 

3 水浸漬槽 1 

4 圧砕機 2 

5 Bristle eeparater 1 pinned drum type 

6 mattrest1separater 1 Curding type 

7 Opening,Blandingmachine 1 

8 Cutomatic spinner 1 

， 乾操機 1 

1 0 梱 包猥 1 

4. 2. Co pr a 

A Co pre 

． 

Copra は kernel meat（胚乳部）のみを取出してこれを乾操して保存性を高めたも

ので椰子油の搾油原料として用いられる国際的な商品である。

kernel meatの乾操は天日乾操または乾採炉の中で行われる，水含有嚢 6~7，，，まで乾

採したコプラは一定温度で通気のよい所に貯蔵する限り変質はしない， 8，，，水含有量でも保存条

件がよければ問題はないし，輪送や保存中にもある程度の水分が蒸散するので ，最終消費の場合

花は 5，，，以下た乾燥しているものもある。

Copra の品質は水分，含油鵞 ，油の色，酸価など匹よってきまるが，含有黛は 57~7 5名

の間にあり通常 65，，，位が標準とされている。

Copra の中で BallCopra と呼ばえるものは特に撰別した良果を熱風で乾操したポール

状のもので ，セイロン ，ィ ンド地方で直接食用忙用いられる。 Boll copra を得るには充分

匠成熟して落果したものが適している。

水分 50，，，以上のkernelmeat4 8 0 gより得られる Copra （水分 7，，，以下）は約 25 0 9 

とすれば 1tのCopra を得る匠は果実 4,000ケを必要とする。

実際にはこれより小さい果実もある し，歩止りを考慮した場合，果実 5.0 0 0ケより 1tの

Copra が得られるとするのが ，工業的な常識である。 kernelの生熟度匹よる含有量の変化を

-2 7 -



別表2VC示した。

B 工場計画

果実 5,000ケ／ 日を Copra生産工場の最低処理単位として工場設腔する，ェ褐は集果に便利

なよう裁植地の近く忙設けるがHuskと分離した核果を原料として出発するので， Cocofiber 

の工場とは別個に位置してもよい。

別表 2. 成熟度による含油盤の変化

Jomme s 

Successive bunches wt. of kernel (dry) 0 i ](f) wt. Of oil peanut 
from the first per nut(gr) (gr) 
formation of the kerlnel 

1-3 emall trace small 

4 48 31 15 

5 84 42 35 

6 107 57 61 

7 190 61 116 

8 222 67 149 

， 241 67 161 

JO 272 67 18 2 

11 (Completely ripe) 274 66 181 

C 製造工程

椰子果実の加工工程を別図 5．に示した3

⑪巣果

Copraの収量に関しては落果のほうがいくらかよいが，一方不良Copraが幾分増加したり，

すで妬発芽期に入ったものを集めるなどの危険を伴う街から直接採取した果実も Copra製造侭用

いられる。

＠ 破砕

果実を破砕してHusk meatと kernel に分ける工程であるが， Coco fiberの項で

前述した通りである。

e破核

．
 

． 
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核果は果実加工工場に巣められ斧または刃物で 2つに割られ，外陪の Shell （核穀）と核肉

のその外皮を分けることができる。この分離は裂かれた核果を数日日光にさらして乾燥した後は

さら匠容易に行われる。熟練した作業者は 1日に 1,0 0 0ケの核果を手作業のみで割ることがで

きるが，手動式足 式の器具を届いれば，もっと容易に作業を行うことができる。

＠乾燥

2ケ以上の破片匹割られた核肉の内部匹ある Coco nat waterはこれを排出する。この

水を集めたものは家蓄の飲科または推肥の製造に利用できるし，これを濃縮して醗酵飲料の原料

としょうとした研究もある。

天日の楊合 2~3日でmeat と Shall が分離できるようになるので， meat のみ集め・てさらvc:4~5日間乾燥する，天日乾燥中は雨がかヽらぬよう妬する。

水分 7％以下まで乾燥する花は，晴天下で温度などの条件に恵まれると 5~7日間で足りる。

よい条件で行えば天日乾燥でも充分な品質のCopraが得られるが，天候に対する顧慮を要する

こと土壌などで汚染したり，腐敗したりしやすいことから，炉匹よる乾燥法も考えられる。

本寸画では天日乾燥と乾燥炉によるものと併用することヽした3 乾燥炉の燃料としては， Sh-

ellが用いられる。燃焼床の上に乾燥棚をおき，この上に置かれたmeatは直火による熱風

で乾燥される。

乾燥炉は熱風の流吾のよいよう設計上の注意を必要とする。 5,0 0 0ケの果実から 1tの

Copraを得るの花水分 l,900lba を蒸発させなければならない。

効宅のよい乾燥を行い，かつcopraの店色をさけるためには， Sillaは次のような方法を

提案している，最初の 2~4時間は 17 0℃の高温を用い，次第匠温度を下げ， 14 0~1 4 5 ° 

Fで22時間保ち，破後の数弔の水分の除去には 95 ° Fで，ょい通風下で2~4日間乾操する

● しかし実際口はもっと激しい条件で乾燥が行われている場合が多い。

D 主なる機械設備

番号 品 目 数量 摘 要

2
 

果実破砕隈

熱風乾操機

?-

-2 9 -



別 図 5. 椰子果実の加工工程

工場へ ． 

． 
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4. 3. CO  c On  U t O i 1 

A Coconut oil 

．
 

kernelmeat （胚乳部）中匠含まれる油脂を採取したものが Coconut 011（椰子油）

である。原産地以外の地で oi 1 採取する場合匹は通常 Copra を原料として用いる ，原産地

でoil 採取する場合には厳格f'(Copra状態を経由せず匠採取する方法，いわゆる生搾り法

があるが，原理的匠は異らないので ，本稿花おいて ，Copraを原料とする搾油方法を述ぺる。

Copraを経由する搾油方法は原産地で Copra製造に習熟していること ，市場の状況匠応じて

Copraまたは Oil の何れの形でも維時出荷し得る利点がある。

oil の抽出方法としては溶剤匹よる抽出方法と Expeller（連統搾出啜）匹よる搾出方法

がある前者は oil の抽出歩止りが勝るが， 高度の技術と設備を必要とすること ，また後者によ

っても充分経済的に採油ができることから ，一般匠は搾出方法が用いられる。

Coconutoilは特異の性状をもった油脂であって ，食用，洗剤原料その他工業原料として独

得の需要をもっている。その供給は需要に追いつかないが，最近の市場では同種の性質をもった

油脂palmoil と競合関係冗あり，生産性の向上が何よりも要望されている。

採油の副産物として産出される搾り粕 (Coke)もまた餌料などとして重要な用途をもっている

肥料として用いられることもあるが有効な利用法ではない。 Cottle poultryの餌料とし

て畜産の振興に活用すぺきである，油脂の含有祉の高いCokeは乳牛には好ましくないが ，豚の

肥育には適している。

能率のよいExpellerによって咲油された場合Copraは次のように分離される (Copra)

6 1 0~6 2. 0佑

3 4. 0~3 5. 0'1J 

3. 8~4. 0'1J 

.it 1 0 0':£ 

Coke 中の油脂の浅存且は 5~10劣である。

B 工場計画

o i 1 

Cake ． 操作 lose

Copraを原料として搾油を行う場合， 5.00 0ケの果実より約 1,0 5 0 kgの Copraを得

これを原料として約 60 0 kgの一次精製油を得ることとなる。工場は Copra 生産を併せて

行う。

C 製造工程

別図 5を参照

粗砕
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Copraの状態，またはそれ以前でも粗砕に耐える乾操度に達したものをHammer mill 

で粗砕する。

＠煎熱

粗砕物を Scorchingkettle内匠て煎熱する。この目的は原料中陀なお浅留する水分を

さら匠低下させ，また構造的に変化させ，同時匹温度を与えて Expellerの効用を高めるもの

である。 ExpellerVCかける混度は 60℃付近である。

〇搾油

ExpellerVCかけて搾油する Expellerを用いる場合 2段階で搾油することがある。それ

は第 1段階を Expellerで瞬く搾り，その Cokeを再び粉砕，加熱して，第 2段階は水圧，溶

剤，またはExpellerで浅油を抽出するもので，溶剤抽出したものヽ浅油祉は1.0％以下花す ・
ることができる。 しかし一般花はExpelle rVCよる 1段処理が多い。

＠精製

Expellerから出た oil はなお央難物を含んでおり，このまヽ放置すると oilが急速に劣

化するので速やかにFilter pressで炉過する。 Filter pressは適祉の佳藻土などの

炉過助剤を用いる良質のCopraを原料とした場合には，この精製工程によって工業用途匹充分

な品質の一次精製油を得ることができる。

食用油などの目的に高度精製を行う匹は，さらに脱峨，脱色，脱臭などの精製を行うが，これ

は一殺匠はoil の一次生産工場では行われなハ

R Cake の粉砕

cake は Hammer millで粉砕して家畜の餌料に適するように調製する。

D 主なる設備機械

番 方にコ＇ 品 目 牧 量 摘 要

1 Hammer mill 2 小型

2 Scorching kettle 1 

3 Expeller 2 小型

4 Filter press 1 

-3 2 -
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4. 4. Desiccated coconut 

A Desiccated coconut 

D, C,は良質の果実のmeasのみを分離してこれを乾操粉砕して粗粒としたもので ，本質的

匠はCopraを粉砕したものと大差はないが ，特陀精撰調製されたものといえよう。良質のD'

C'は純白で新鮮な果実臭をもち ，水分は 2弔以下，油分は68~7 2％あり，これから抽出さ

れた油脂はo.1以下の遊碓脂肪酸をもっている。

D , C,は英国 ，米司 ，フ ィリ ッピンなどで菓子 ，ビスケット ，食品加工の原料として多く消

骰されている。 英国では年間 50 0 million Pounds以上を年々輸入している。 Ceylonで

はI9 3 8年度VC3 0. 0 0 0 cを輪出している。日本でも最近菓子などの原料として消費されるよ・此なってきねなおD,C，の製造過程で kernel meat を剥皮する際 ，生ずる種皮を含ん

だ部分は搾油原料となる。この陪は通常の方法で天日乾操して ExpellerVCより搾油する。通常

のCoconut oilとはやヽ異った組成をもち ，酸価も高いので専ら石けん製造用に用いられる。

沃 素価 1 9~2  5 

鹸化 価 2 3 7~2 4 4 

．
 

B 工場計画

Copraの採取及び搾油I_)工場の作業の一環としてD,C,を製造するものとする。良質の果

実 5.00 0ケを全屈D,C,の製造に当てると ，75 0kg のD,C,が得られる計算となる。

C 製造工程

別図 5を参照

④知l皮

良質のKernel meatの表面匠ある茶褐色の種皮や，皮をむいた屑を除いた白色meatの

みを取出す，この作業は女工の手作業匠よ って行われる。

＠水洗

水洗匹よつて浅っている央雑物を取除 、3

煮沸

meatは熱湯中で煮沸される。

〶 破 砕

細 く砕かれる。

R乾操

熱風を用い ，I4 0~ l 7 0 r'で乾操 して水分の含有祉を 2'1,以下とする ，DrierはTe-
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adrier の構造に似ている。

◎冷却

⑨節粉

冷却されたものは節粉され ，粗，中，細匹級別されて製品となる。

D 主な設備機核

番号 品 目 数贔 摘 要

1 水洗機 1 

2 煮沸槽 1 

I 3 破砕機 l 
I 

4 乾操装置 1式 I 

i 

5 節粉機 1 
I 

4. 5. Charcoal 

A Charcoal 

Shellを不完全匹熱焼させて炭化すると Charcoal が得られ，同時匹揮発物は乾溜され

てPyroligneous acid とSettedtar を生成する。 Chareoal は aCt i9 l 

carbonの原料として用いられる。

Shellは果実より Fiber 及びCopra,oil などを採取したあとの残滓であるが ，その

重位は種実の約 25，，，を占め果実 5.0 0 0ケ当り約 75 0 kgにも及ぷ

Shellは固い本質であるが，セルローズは比較的少なく，リグニン ，ペントーサンの含有羅

が高いのが特色である。

組成例をあげると次のようたなる。

． 

．
 

moisture 

ash 

Sobveut extractives 

Lignin 

Cellulose 

Peutosans 

Uronic anhydride 

8. 0弔

0. 6 f> 

4. 2弔

2 9.4弔

2 6.6弔

2 7. 7 <f, 

3. 5 <f, 
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ID 9 t h O X y l (z 9 i 8 9 l) 5. 6弔

nitrogen o. 1 1 % 

l O 0，，， 

Pentosanは主としてxylanであるので ，硫徴分解でxyloseが得られ，また同じく濃

硫壊匠よりフルフロールを得ることもできるが，これらは工業的には成功してない。

これまでの大きな用途は家庭燃料で 19 4 4年印度では全生産位の半分以下が集められ ，その

3/ 2は燃料として消骰されたという。

Sh el 1の最も魅力ある用途はこれを加工してaetive carbonを製造することで，これ

は清澄剤，吸舟剤として，近時各種工業操作において，また公害防止の目的での需要が急増して・る。特に椰子のShellから製造されたactive carbonはすぐれた特性をもっている。

． 

active carbon の性能はその表面の吸笥能力と表面積の大きさ匹よってきまる。

active carbonの製造匠おいて Shellを乾溜炭化して charcoa.1を得る工程を一次処

理として，これをさら匹精製して不純物を除き，多孔質として表面積を増大する工程を仕上工程

（賦活工程）とする。

炭素は加熱生成時の条件匠よってC:Xーカーボンと Bーカーボン陀区分される，0(-カーボンは

生成時の温度が 80 0℃以下の場合に多くできるが， B-カーボンは80 0℃以上を越して温度

が高くなる陀従って多〈なる傾向があり， 1,20 0℃以上に加熱すると黒鉛質匠なり ，2,40 0 

℃以上で完全匠黒鉛化する。活性炭の原料としてはCXーカーボンの量が多いこと，表面積の大き

いことが第一条件となるので，生成時の混度が低く，その後の熱処理もできるだけ低い方がよい。

文献死よれば charcoal製造の際の乾溜試験 （19 4 4)では次のような結果が得られた。

(9-l0 kgのShe:!.lの乾溜）

~har coal 

Pyrol:.ngneous acid 

Setted tar 

3 2 9 kg (3 5. 0，，，） 

3 5 8. 2 5 kg (3 8. 2か

5 2. 7 5 kg (5. 6か

Pyroligneous gasは l3.9，，，の酷酸， 2.9，，，の木村， 0.2 8％のace-con を含んで

おり ，jar は30，，，以上のPhenol類を含みその大部分は通常のPhenol である。

これら副産物も回収積製して工業的産物とすることができる。一次処理花よって得た charc-

oal は次匠賦活工程匠かけられるが，これには水蒸気処理または薬品処理がある。何れも喬度の

精製技術を伴うので，産地国では一次処理の charcoalのまヽ喩出されることが多い。

B 工場計画
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工場は copraの性取または搾油工場の作業の一環として設けられる。工程は乾溜匠よる

charcoalの採取までと して，村製及び賦活は行わない3

C 製造工程

別図 5を参照

④破砕

Hammer mill などを用いて Shellを 1omm以下の粗片匠破砕する ，余り微咄匠なるの

は好ましくない。

＠炭化（乾溜）

炭化は耐火練瓦でつくった kilnの中で行われる。 6ftX5ftX5ft位のPit式の ki-． 
lnで3日毎l'Ll.2tonのchar coalの生産があるので， 5.0 0 0ケ／ 日の果実処理匠は ， ● 
この大きさのkiln1ケあれば充分である。 kilnの練瓦積みは年2回程修理を要する。

最初少屈の Shell陀点火して kilnl'L投入し，漸次 Shellを加えてこれを着火するのを確

める。全砒を投入し終ったら ，その上部を椰子の緑葉や，濯った土で覆って炎を消し，不完全な

空気の供給状態で炭化をすヽめる，炭化が完了するのは約 3日後であるが，炭化が終ったら，水

を撒布し消火し冷却して取出す。

通常原料として用いた Shellの重量，約 30％弱が炭化物として得られるので， 5,000ケ

の果実より， 23 0 kg前後の炭化物が得られると計算されます。

炭化物 (charcocol) の品質は需要家匠よって差異があるが，一役花は次のような規格の

ものが望ましい。

① l/ 4の節を通過するものが全体の 5"'以下であること。

②灰分は 2"'以下であること，従って砂や土復が混入しないよう充分陀注意しなければならな

ぃ。 ． 
③食塩分を嫌うので海水を使用せず ，清水を用いなければならない。

④水分は 5弔が普通であって lO f,を越えてはな らない。

⑤揮発分は 15％以下とされている。

D 主なる機械設備

巴 品
―

―

―

 

日 数 ⇔ 摘 要

kiln 

4. 6. C o c on u t s he 1 1 f 1 o u r 
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A Coconut shell flour 

coconut shellを徴粉砕した She・ll flourもShellの重要な用途の一つである。

Shell flourはプラスチックt業，特たフェノール樹脂の充填剤として，プラスチック離

型性をよくし「その光沢を増す他，耐熱性，廿湿性などの物性の向上に役立つ，充填剤は一般忙

木粉などが弔いられるが，その性能匠おいては木粉をはかるに凌ぐものである。

前述のよう VCCoconut Shellはactive corbonの原料としてすぐれている他，原

産地陀おいて各種燃料に利用されるものヽ，大部分は用途なくすてられて腐敗匹まかせられてい

る。

当面日本では年間数千tの需要があるが ，価格的に木粉に対抗できれば，その需要は無限に広

● 甦と言っても差支えない。

廃棄されている She11を集めて安価に She11 f1ourを生産することは椰子の綜合利用の

上に大きな意義をもつ。

徴粉度は 10 0~3 () 0 meBhのものに儒要がある。

B 工場計画

工場はCopraの採取，または搾油工場の作業の一環として設けられる。原料はCharcoal

及び燃料などに利用した浅りをあてる。

C 製造工程

別図 5を参照

⑪撰'iJlj

she11を集めて土，砂などの異物を取除く。

． ◎粉砕粉砕壌匠て Shellを徴粉化する。

〇節分

粉砕攪に連絡した節粉機で lO 0~300meshの級別に窃い分ける。

D 主なる摂械投備

口
品

粉砕機

師粉喰

目ロ 摘 要
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4. 7. Coconut water 

A Coconut water 

果実の最も内部に空胴中たはCoconut waterと称する水分が貯えられている，これは果

実の熟成及び発芽陀重要な役割を果すものであって生熟初期匠は水は増加するが，末期にはその

は減少する。また発芽の間に次第匠消失する。

水量と共に水中花溶解している全固型物の塁も変動し，生熟の初期の段階では約 2.5 g / l O 0 

mlであるが，成熟と共に増加し， 7ヶ月目のものは， 6g/ 100mlVC達し，その後再び減

少する。

固理物の主なるものは砂糖である。飲用として穀も適するものはこの砂糖の含有醤が最大の時

である。

従って Coirや Copraをとることを目的として果実を採取する場合匠は，その中に貯えられ

ている水は最も少なく，溶解成分も少ないので飲用に棗適の状態匠はない。このような水を濃縮

して啜酵原料にする研究が行われたことがあるが，工業的には成功していない。これら副産物と

して得られる水は，通常家畜の飲料として利用される。

5. セイロソにおける椰子利用

セイロンは世界第 3位の椰子裁培国である。しかし 1位のフィリビンとの差は大きく， 19 6 

4年匠おいてフィリビンの果実生産絋 70億個に対して 30億個（コプラ 14 2万tに対して 3

1万t)妬すぎず，輪出市場はフィリビン作の豊凶によって支配されている。また Oil palm 

の生産状況によっても影響をうける。

椰子樹の裁培はセイロンの海岸線に沿って行われ，面積は 19 4 6年VC1 0 7万， 62年VC1 1 

5万， 67年 l1 5万エーカーと見られ，その60％が小保有で，かってのエステートの 90'1, 

がセイロンの資本にかわっている。

樹齢は 30年以上のものが多く経営規模は 10エーカー以下のものが多い。生産は天候匠支配

されているが，肥料も市場価格の影響も大きい。

ー殻的花言って最近病虫害が多く ，また椰子園の管理がうま〈いっていないので生産性は低

下の傾向妬ある。

セイロンの輸出総額に占める割合はコプラ，ココナッツなどを合せて 16弔であるが，これは

茶の 62'1,,ゴムの17~l 8％匠次ぐものである。従って外貨獲得の上で極めて重要な地位を

占めるが，生産の 60％を占めるl国内掃要が年率 3％の割合で増加しているので，このまヽでは

輪出屈が減るおそれがある。セイロン政府としては生産性の向上，植裁面積の増加，国内代替油

．
 

． 
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．
 

の生産奨励などを計っている。

別表 3陀 Coconut産物の生産と輸出の概要を示した

綸出先（ 19 6 8年）の主なものは次の通りである。

ココナッツ油： パキスクン l4'I,,ソ連 33'I,,東ドイツ 4弔，中国 lO %,ィクリヤ 10'1, 

イギリス 2%。

乾燥粉末ココナ ッツ： イギ リス25弔，西ドイツ 12 $,オランダ 5弔，東ドイツ 3%。

椰子瑣維： 西ドイツ 24'I,,ィギリス 18'I,,日本 l8復。

コプラ： インド51 $,ソ連 24$,ベキスクン 15 $。

さら匠篭はあまり多くないがCharcoalや Coconut shall flourの輪出実積もある

Charcoalの年次別輸出鼈は次の通りである。

1 9 6 5年 l 1 4, 9 3 6 t （単価 2 0 0ルピー）

l 9 6 6年 1 3. 2 2 9 t （ I 2 4 3 ' ） 

1 9 6 7年 1 3, 6 5 1 t （ I 3 6 0 I ） 

1 9 6 8年 1 5. 9 5 5 t （ ' 3 6 5 I ） 

l 9 7 0年妃は日本向けだけで， 7,000tを輪出しており ，この量は今後ますます増加する

であろう。

またShell flour¥(関する統計は少ないが，現地の資料では最近日本より 2,00 0 tの引

合いがあったと報じている。安価匠生産できれば ，この需要も急増するであろう。

別表 3. ココナッツ産物の生産と輪出

． 
ココナット（果実） コ プ ラ

生産（億個） 輪出（憶個） ％ 輪出 (1,000CWT) 尼位イ価ロ格ノルCWフ.Tー当り

1 9 6 6 2 4. 6 1 0. 3 4 1 4 1 4 2 9 6 

1 9 6 7 2 4. 2 9. 4 3 9 3 1 6 2 9 3 

1 9 6 8 2 6. 0 1 0. 9 4 2 4 2 5 3 9 6 

I 9 6 9 2 6. o I 8 9 3 4 3 8 1 3 4 1 

ココナ ット油 乾燥ココナッ ト

(1.J!t。普WT)舟位価格 CWT当り (1輪.oo oc出WT) 舟笠価格 CWT当りイロンルヒ’— ロン＇ノレピー

1 9 fi 6 1, 4 5 7 1, 4 8 9 9 3 0 0.6 0 

I 9 6 7 1, 3 3 4 1, 3 1 4 9 2 6 0. 5 9 

1 9 6 8 1, 2 6 1 2, 1 0 8 1, 3 8 2 1. 0 6 

I l 9 6 9 1 1, 1 0 3 1, 9 5 3 1, 0 1 8 0. 7 7 
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6. 結尾

椰子加工品である Copra,oil,Fiber,Charcoalなどは何れも国際的な商品である。

経済的基盤の弱い原産地側はともすれば国際市況の変動たよって需要や価格が支配されて，その

生産は極めて不安歪な状態にある。

また交通，運輪その他工業的贅質匹乏しい原産地国では大規模な最も近代的設備によってその

生産性を高めることも難しい事情匠ある。

技術協力の 1つとして椰子をとりあげるとき，比較的小規模の生産単位による椰子果実の綜合

加工ということがバクーンとして考えられる。綜合加工陀よる利点は上記の弱点を補うことがで

きるであろう。

小さな投下汽本によって最大限の効果をあげようというのが本記述の目的である。

具体的な建設計画，原価計算などは本積では述ぺなかったが，それは原産地の特殊事情匠より変

動する要素が多いためであって，これたはさらに具体的な Feasibilety surueyが必要

となろう。本稿の記述花当っては下記の文献より多くを引用させて頂いた。

,coconut,Tropical Agricultural Series,Reginald Child・ 

馬渡 明， 9椰子檬維及び活性炭工業化計画・

藤井正夫， 9 セイロン 9 アジア研究所
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熱帯林の開発輸入作業

海外 ．農業開発財団

大谷滋

1. 日本の木材需給と熱帯開発諭入の心要性

初に我々がなぜ熱帯林の塞を勉強しなければならないか？なぜ開発輪入をしなければいけ

ないかということを考えて見ましょう。第 1図のグラフを見て頂きますと昭和 25年から日本

． 

,.OOl I I 

． 

の木材輪入がどのような状態で伸びてきいるかがお解り頂けると思います。

第 1 図 昭和 25年以降かが国輪入材の伸長率
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終戦後 ，非常な勢いで輪入材が伸びてきたことがこのグラフでお解りでしょう。

次に第 2図のグラフでは国産材と外材の供給量の推移がお解りいただけるでしょう。

第百図 国産材・外材供給量の推移

万ttfI （林野庁讚ペ・但し薪炭材を餘く）
10.000 

9,000 

8,000 

7, ODO 

6,000 

5,000 国産材

4.000 

3,000 ．
 

2.000 

1,000 

昭和 35 36 37 38 39 40 41 42 43 ≪ 45 46年
（見込）

昭和 44年以降，国産材の供給よりも外材の方が増えてきております。国産材と外材の合計

である日本国民の木材需要負のうち 55％が外材の輸入であって国産材1吐45 $しかありませ

ん

第 3図は ，我々の主な木材供給醤の各年推移と比較で，国産材，南洋材 ，米材 ，北洋材，二

ユージランド材と ，昭和 43~4  6年までの輸入量の状態がどうゆう状態であるかということ ・
がお解り頂けるでし ょう。

このように国産材は45'/Jに落ちてしまいましたが，これは日本人の国民生活水準が急昇し

ためで，国民所得と紙の消丑籠が ，ほとんど同じ力＿プをえがき上っている事実をお認め頂け

るでしょう。

わたくしたち日本人はオギャーと生まれて，生湯のたらいから棺桶まですべて木材のお世話

になっており ，毎朝見る新開も木材からということで木材の輸入泣は•わが国では石油に次い

で第 2位の輸入品目になっており，近代日本の国民生活にも石油に次ぐ密接な関連を持つ品目

になってきていることは皆様が、ジカに肌でお感じにな っていることでしょう。
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第 3図 わが国冗おける主要木材（素材）供給量の各年推移と比率表

単位：千立方米（通関材積）
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第 4 図 主要積出国別南洋材（原木）輸入羅の各年推移と比率表 吃和 47年 5月 9 巴

（単位：通関立方米 ）
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日本の国民生活水準の向上に伴なって木材の需要も急増して参りました。それも国産材だけ

では間に合わなくなって国中のあらゆる森林に肥料をやったり，どんどん奥地に林道を付けて

行ってもどうしても賄い切れず外材輸入にたよらなくてはならない事態に追込まれてきた訳で

す。

ところで輸入材と申しますと 40，，，は南洋材，その他がアラスカ，カナダ，アメリカの針葉樹

及びソ連ジペリヤの針葉樹の輪入であります。このうちアラスカ，カナダの針葉樹の賢源は北

米合州国の需要が 19 7 5 （昭和50)年には需要と供給がクロスして，日本への輪出余力が

なくなるだろうと推定されています。

一方世界一広大な、ンベリャの針葉樹資源のうち日本へ輪入できるものは大部分が北氷洋経由

で欧州市場に癒出した方が便利な地形的状況にあるのと，ここの針葉樹賢源は非常に生産力が

遅く少ない，また社会主義体制の国柄であり相手側の国策忙従っていつでも一方的に輸出をス

トップできるという難点もあり，どうしてもこれからの日本固民の生活水準を維持向上させる

ための基礎只材である，木材只源を補給するためには，東南ア・ジアの熱帯林の賢源に頼らざる

を得ない立場に追込まれてきています，そういう事からわたくしたち日本国民はどうしても熱

帝林の賢源というものを来世紀までは，輪入を続けなければならないということが， FAOや

政府筋の方から云われてきているのです。

これまで徳川時代の鎖国の 30 0年，日本近代化のための 10 0年，合計40 0年間は殆ど

国外の森林というもの忙直接クッチできず，この狭い島国匠閉込められていた日本の林業技術

者が，今後は否応なしに熱帯林について勉強していかなければならないという惰勢になってき

ました。

開発輪入という点化なると東南アジア諸国のうちみなさんが知っているラワン材，これはフ

クバガキ科， （Fam,Dipterocarpaceae)の樹木ですが・，そのうちのツヨレア属（G

en.Shorea)がラワンと云われて来たものであります。

マレージア，インドネ・ンアではメランテイ (Local name-Meranti)と呼ばれてい

ます。

デイプテロカルプス拭， （Gen°Dipterocarpue) これはフィリビンのアビトン（

Apitong)です。マレージア，ィンドネ・ンアではクルイン (Keruing)という地方名でよ

ばれています。こういう樹種がフィリピン，マレー半島，あるいはポルネオ，サラワクの方々

から日本へ輸入されて日本国民に親しまれ生活の中に定箔しまってきています。

第4図を見て頂きますと昭和42年匠はインドネ・ンアからは 3.7，，，しか南洋材の輸入がなか
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ったのですが昭和46年には 4o. 3'1,,南洋材の 4割がインドネ・ンアからの輪入されるように

急増しています。

フィリピン，マレーツアではだんだん供給余力が頭打になってきましたので，これからはイン

ドネ・ンアからの南洋材輪入に大きく依存しなければならないという状況になってきました3

フィリビン，マレーツアの場合は今まで弗さえ用意すれば，伐木出材作業は向うが船積まで

してくれます。それはアメリカの技術者や英国の技術者の応援によっていたのですが ，インド

ネ・ンアの場合には独立後まだ日が浅くて林業技術者も非常に少ない状況であり，日本人の技術

者が現場に行って ，技術供与をしながら開発し，それを輪入してこなければならないという立

場になりまし九熱帯林からの開発輪入は日本の立場から申しますとインドネ・ンアの熱帯林が

主要贅源になるので，ここの開発輸入をどういうふうに円滑に進めるか？ この森林賢源をマ

レージア，フィリピンも同じですが保続させて森林賢源をどう維持していくぺきか？またフィ

リビンの場合は輸出材の収入が外貨収入の第1位忙なっており，ィンドネ・ンアも石油に次ぐ輸

出品目の第 2位忙なっており，相手国花とっても大切な基礎財源妬なっております。

開発途上国が自分の国策を推行していくための外貨収入は，この森林資源に大きくたよ って

いるわけですし ，日本としてもできるだけこの国々の自立を協力援助しなければならないとい

う立場にあり，森林資源の保続造成と林業技術供与が双方の国民生活にも重要なきづなとなっ

ているわけです。

この秋，第7回世界林業会議に出席された日本の沐野庁長官福田省ー氏がプエノスアイレス

で86ヶ国匠のぽる，国連の加盟諸国の林業代表の方々に向って，（こ）日本としては南北問題と

いわれる院発途上国と先進国との経済力の較差があまりに開きすぎることを防いで，これを是

正するために先進国としての責務を遂行する。

(2)日本は木材輪入国として発展途上国の森林贅源維持造成のための責務を遂行する，という

2つの基本態度を表明されましたそして今後 l0年間たわたって林業技術供与を行なうこと

を誓われました

4 0 0年間，狭い島の中にとじとめられていた日本の林業技術がいよいよ地上人類の繁栄と

緑色汽源の維持造成に全力を発揮できるというチャンスを与えられたということになった訳で

す。

以前から国連の林業部や先進国発展途上国の森林官の各位からぜひとも日本がこの際，せめ

て東南アジアの熱帯林の開発に対して全面的に技術協力してほしいという要請を ，再三受けて

おりましたが今回の世界林業会議で福田長官がはっきりと技術協力を言明きれたことは私共
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第 5図 熱帯林 の分 布 図 リチャード
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数年前から熱帯林の開発にたづさわっていたもの，及びこれ忙OOする協力あるいは先進国の開

発援助国，また発展途上園の林業家の人々もさぞかし満足された事と思います。

これは終戦直後匠ガリオア．エロア援助登金で私達日本固民はやっと命を継ぎ止め今日の繁栄

を策いたのですが ，この供与の申出をうけた日本の為政者のような気持で発展途上国の林業代

表者達はきっと福田長官の技術供与の声明を聞かれたことであろうと思われます。

2. 熱 帯林とはど んなも の か ？

これから私達はどんな事を学びどんなように仕事を進めていけばよいのかということについ

てごくあらましを申上げます。その前に熱帯林とはどんなものかということについて第 5図の

熱帯林の分布図を見て頂きましょう。

だいたい熱帯多雨林吐 ，アジア ，アフリカ ，南アメリカの三大熱帝地域に分布しています。

しかしここ匠は共通樹種は殆どなく ，マングロープは多少共通樹種はありますが，フクバガキ

科の樹木は一部アフリカ妬もでて来ますが亜科が異なっていて ，アフリカに出現する Mon-

otoidae 亜科とアジア匠出現するDipt er o carp o i dae亜科の樹種とは全く違ってい

ます。

私達はア・ジアの熱帯林を対象に哨発綸入をやっていかなければならないことになります。

最もプラジルの方でユーカリ (Eucalyptus---Myrt）．を植えて 10万屯のチップ専用

船でいっきょ忙輪入してくるという計画を製紙業界の方々で立っておられます。調査も終りこ

れからやるかやらないかを決める段階に入っていると伺がってもおりますが，とりあえず私共

が問題陀するのは，アジアの熱帯林です。

第6図はFAOの熱帯育林華 1巻に発表したアジアの熱帯林分布図で ，第5図の世界分布を

地域的忙もう少し詳しく森林型別の分布状態を示してくれています。

みなさんが熱帯妬出かけられますと，まず羽田から飛行機で出発し ，ホンコンをへてダナン／

の砲煙の揚っているベトナムの上空あたりから熱帯林が見えてきます。 飛行機から見て一

番特徴があるのは赤色の河 ，黄色の河，ミルク無しコーヒ一色の河が流れて ，これが入り混っ

ていることでしょう。つまり赤色や黄色い河が流れている所は，黄色赤色士壊地域から流れ

てきたもの，茶色の透明河がポドゾル土壊地帯からのものとお気付になるでしょう。

カンボジアの上空を通過し ，ジンガポール忙つくころ妬は ，マレー半島を通り ・ショホォール

水道の上空から 3段林やヤツ林が見えてきます。一万米から高度を下げて四千米位まで降り

ますとそこではいろんな型の森林型が識別できますがすぐ忙赤色土壊の裸出 している飛行場に

着陸します。
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アジアの熱膏林騨果分布園 ',.。熱書青檜篇 1暑より

/ -----------------<--------

第 2図 熱帯林群系の凡例

国際食租農業機構 昭和33年熱帯育林第 1巻より
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熱帯林といっても飛行根の上から見たのでは日本の山と大部漿観が違うと思われる位でしょ

うが ，一番早く熱帯林をつかまえるのは森林型を区分して，その特徴をつかまぇ ，それを細か

く見て行くという形が早道です。

一応熱帯花はどんな森林型があるのかということについて先輩のフォレスクーがわけた森林

型について学んで見ましょう。

アジアの地域別主要林型表

I マレー半島の森 林型 シ ミ ントソ

I. Peat swamp forest 

2. CoastalHill ． 3. Limestone rocks 
泥炭地沼沢林

海浜丘林

石灰岩地帯林

4. Riparian fringes 河岸林

5. Lowland Dipterocrp forest 低地フクバガキ林

6. Hill Dipterocarp forest 丘陵フクパガキ林

7. Upper Dipterocarp forest 高地フクバガキ林

8. Mountain oak forest 山丘楢林

．
 

t はマ レ—半島でジミントンが分けた森林型です。ジミ ントンは第二次世界大戦が始まる直前に

原積が書き上り Malayan Forest Record転16にこれといろんなフクバガキ科の森

林のことや樹木忙ついて書いております。

丁度占領中のツンガポールに田中舘さんが司政官を しておられ科学者だけにこの業積の価値

を認められ印刷されたので序文はローマ字で西かれており，ィンドネジア人には ，この本は日

本人が出版したのだろうと云われました。

1. 泥炭況t也林， Peat とといえばニッカウイスキーの宣伝テレビでウイスキーを燻醸す

るのにスコットランドに多い泥炭を使うとよい味がでるのだといっています。

このPeat swamp forestはスコットランド匠多く，これ忙似たような所があるので

懐かしいピート湿地林という字を英国人フォレスクーが使って森林型を分けたものでしょう。

n フィリピソの森林型 C マベサ

1. Mangrove forest 

A Main mangrove timber species 

B Associated species 

C Shrubs 

紅樹林

主要マングロープ樹種

随伴樹種

低木類
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D Cr eepera and vines 這伏性棺物とつる形植物

2. Littoral or beach forest 海浜林又は海辺林

A Back of mangrove forest 海辺生立樹種紅樹脊后林

B Along the beach forest 沿岸浜林

C Scattered along the beach 海辺散在林

D Sometimes pure stand 時々純林をなすもの

3. Dipterocarp type forest フクバガキ林型

4. Molave type forest モラベ林型

5. Midmountain of mossy type 中腹林の蘇苔林型

6. Pine type 松型森林

置 北ポルネオ（現サバ 州 ）の森林型

1. Saltwater swamp 潮水涅地林

2. Freshwater swamp 淡水滉地林

3. Lowland Dipterocarp forest 低地フクバガキ林

4. Hill Dipterocarp forest 丘陵フクパガキ林

5. Montane forest 山岳林

． 
工藤七郎

mは王子製紙から戦時中行っておられた工藤七郎さんが分けられたものです。北ボルネオにはキ

ナバル山という 41 0 1 mの山がありまして海抜高忙よる楢物の垂直分布をケンプリッジ大学の

調査隊が 5年位前に調ぺておられそのレポートを請求しているのですがなかなかおもしろい森林

型の垂直分布が見られると，現地調査された奥宮助教授から伺っております。

皿サラワクの森林型 梶，岩本

l. Beach forest 

2. Mangrove forest 

3. Peat swamp forest 

海辺林

紅樹林

泥炭地沼沢林 ．
 

4. Lowland foreet (up to 4 6 Om) 低地林 (46 0 m迄）

5. Hill foreet (up to 12 50m) 丘陵林（ 12 5 0迄）

これは大日本山林会におられる梶豊さん，今六華産業でスマトラの森林開発をされている岩本

光さんが戦時中にサラワクに行かれていた時分けられた森林型です。

サラワクの場合には ，フクバガキ科の樹種は 1,200m位まで上っているけれど，フィリピン
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では海抜60 m~6 0 0 mまでの間にラワンの類が繁つている。マレーの方に行くともう少

し上までフクバガキ科林が上っています。

インドネジア芍ま 80 0 m位までではないかと考えている。フク バガキ科木樹種の生育が旺

盛なのはアジア大陸棚地域で ，最も多いのはフィリピンで，全生立樹種の80，，，以上で ，マレ

ーでは 70，，，以上，ボルネオでは 65弔以上と云われォ ーストラリヤ大陸棚地域では殆んど無

くな り，中間地域のセレペスでも激減しますので ，代替材の開発が必要になります。

その次に私が昭和35(1960)年 ，と昭和38(1963)年に東カリマンクンの調査

に行き先づヌヌカン島から殆めようという事で航空写哀上から分けた森林型で今の林野庁次官

スキマン氏（当時航測局長）と共に調ぺたときのもので ，この島は最高 28 0 mなので林型数

● は小さくなりますマングロープ林は樹種も少なく識別も一番易しいのですが ，熱帯多雨林の識

別は今年から手掛けましたので，後にも少し詳しく御説明申上げましょう。

カリマソクソの森林型 A.スキマソ・大谷

1. Mangrove forest 紅樹林

2. Freshwater swamp 淡水沼沢林

3. Drained wet forest 排水良好湿地林

4. Hilly forest 丘陵林

ペプアニューギニア ・イリア｀ノの森林型 岩本光

．
 

!.. Tropical rain forest 熱帝多雨林

A Mangrove forest 紅樹林

B Coastal forest 海浜林

C Swamp forest 沼沢林

D Lowland forest 低地林

E Hill forest 丘陵林

2. Monsoon forest 雨緑林

3. Haltlaubgaholze 硬葉林

4. Mid mountain forest 中腹山地林

これも岩本さんがハルマヘラからニューギニアの方匹行き一応分けている型です。

イ領ニューギニア（西イリアン）匠は 5029m,の高山があり赤道から 3度位南にあります。

高度が 4,00 0 m以上匠なると標高 10 0 mについて ，約0.6度温度が下がりますから永点近

くに下り 4,00 0 m~5. 0 0 0 mの間では年中雪をかぷっており赤道附近でも恒雪地帝になり

-5 2 -



ます。

この下に蘇苔林とか霧のかかってくる雲林帯がでてくるが同じ赤道帯でアフリカでもキリマン

ジロのような恒宮帯があります。このニューギニアにも雷をかぶっている山があることをおぼ

えておいて頂きたいものと存じます。

このように海抜屈別 ，地域別の森林型をおぼえておかれますとみなさんが 1万mの高度から森

林地帯を見られた時 ，ここはどんな森林型があるのか見当がおつき忙なるでしょう。

これを詳しく ・ンミ トン． J • ワイアットスミスその他先輩フォ区スクーが分けており，まずマ

レー半島でどんな森林がでてくるか ，これは・ンンガポールやクアランプールヘ降りて山の中匠

入るとすぐ花でて〈るのが第 6図以下にでている熱帝林のプロフィルで解ります。

各樹種が番号）願に示されていますがまづ一番上に樹冠の抽出している優占附，その中ほどの

高木陪 ，一番下の低木層とだいたい三階層陀分かれています。飛行機の上からですと優占展の

樹冠 (Crown)だけしか見えませんが林内匠入りますと三陪林か四層林で熱帝多雨林は多層林

になっていると御理解願えるでしょう。これはマレー半島の森林の断面図ですが，スマトラ，

ジャヮ ，サラワク，サバ（旧北ボルネオ） ，プルネイ，カリマンクンにも共通樹種が多く，同じ

ような森林型が見られます。その次に第 7図 ，カプール林型ですがカプールというのはDryo

li'alanaps 屈ーフクバガキ科で樟脳（KapurCamphor の語源？）という字からではない

かと思われますが稚樹の葉を手でもんで嗅ぐと樟脳のような匂いがしますし，材も伐りたての

時は椋脳の香りがします。

これはフクバガキ科の属の中でも非常に分布範囲が狭くて ，フィリピンには出現せず，ボル

ネオ，スマトラ，マレー半島にしか分布していません。最近床板や芯板の原料として日本市場

でも引張りダコになっている材です。今までの林型匠類似するものをさらに細かく第 8図，第

9図に分けてあります。

第9図はデイプテロカルプス属 (Gao. Diptero carpus di=two, ptero=wing, car 

pus=rruitフクパガキ科の科名の基になった属）の林型です。第10図はパラノカルプスへ

イミィはマレーにしかでていません。第 11図ヒースフクバガキ林型これがheath土譲泥炭

土に生立している林型です。第 12図が丘陵フクパガキ林型で ，これまでの低地フクパガキ諸

林型と共に開発対象林型の重要型です。第 13図は高地フクバガキ林型で下図のような形で高

地ヘフクバガキ科樹種が推移して行きます。
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第 6図 赤メランティ ・クルイン沐型断面図
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Red Meranti-keruing forest in Jenka Forest Reserve Central Pahang 

at 500ft a. s. 1.. The most widespread type of Malayan lowand dipteroca-

rp forest it is dominated by the l•igh t hardwood Red Meranti group of 

Dipteroca,rps. The profile diagram represents an actual forest post 

200ft long by 25ft. deep. Dipterocarps,depicted by open crowns. domi-

nate the canopy. Species numbering is consecutive from left to right 

and in order of the interpreted stratification. Three tree-layeres 

● or groupings are reco~n i sed here. Shrubs below 20ft, and the ground 

flora are omitted throughout. For full dsscription and discussion see 

text. Note the scale figure throughout. 

l=Dipterocapus costulatus 2=Dipterocapus sublamellatus 3=Shorea 

Parvifolia 4=Calophyllum incrassatum 5=Lophopetalum sp. 6=Xanthoph-

yllum sp. 7=Artocarpus maingayi 8=Koompassia malaccensis 9=Melanoch-

yla rugosa l 0戸Dyera costulata ll=Santiria laevigata l2=Palaquium h-

exandrum l 3=Santiria griffithii l 4=Garcinia hombroniana l 5=Shorea 

maxwelliana 1 6=Artoc arpus sp. 1 7=Macaranga low ii 1 8=Shorea pauciflo -

ra l 9=Pseudoeugsnia singaporensi s 2 O=Eugenia sp. 2 l=Palaquium micr-

-5 4 -



ophyllum 2 2=Knsma furfuracea 2 3=Scaphium affine 2 3=Puneleodendron 

gr iffi thianum 2 4=Memecylon sp. 2 5=Eurycoma longifolia 2 6=Myristi-

ca maxima 2 7=Gironniera Parvifolia 2 8=Mangifera sp. 2 9=Mallotus 

griffi thianus 3 O=GomPhia corrymbosa 3 l=Dacryodes rugosa 3 2=Scaph-

ium affine 33=Q,uercus sp. 34=unidentified 35=Buchanania ssssilif-

Olia 36=Nephelium sp. 37=Polyalthia glauca 38=Mischocarpus sp. 

3 9=Pometia pinnata 40=Aglaia tenuicaulis 4 l=Tarrietia simplicifol 

ia. 

第 7図 カプー）レ林型（マレー熱帯低地雨林）

．
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．
 kapur(Dryobalanops aroma tic叫forest in Lssong 

Forest Reserve, Pon tian, South Pahang. These together with Red Mer -
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anti-keruing and Balau typas,represent the optimum in Malayan 

lowland dipterocarp forests. Long recognised as a distinct for-

est type due to the dominant of the magnificent kapur trees which 

often reach pure stand density, there are quite large tracts of Ka-

pur forest along the east coast. The forest profile, which includes 

only trees over 20ft., represents an actual forest plot 100ft. 10-

ng by 25ft. deep. For full description see text. 

l=Durio carinatus 2 = Dryobalanops aromatica 

(kapur) 3=Shorea acu.minata4=Elateriospermum tapos 5=Ctenolopho-

n parvifolius 6 = Burseaceae 7 = unidentified8 = Diospyros cauliflora 

9 = Cynometra inaequifolia l O=Nyristi ca ep. l l=Chisocheton penduli-

florus 1 2=Santiria laeviga ta 1 3=Polyal thia cinnamomea 14=Eu.genia 

sp. 1 5=Gironniera parvifOlia 1 6=Baccaurea sp. 1 7=XanthoPhyllum sp. 

l 8=Ixonanthes icosandra 1 9=Annonaceae 20=Aporoea benthamiana 21= 

unidentified 22=Scaphium offine 23=Artocarpus scortechinii 24=Bar-

ringtonia scortechinii. Species are numbered consecutively but from 

left to right in ordl!!r of the three tree strata Which have been re-

cognised here. 

-5 6 -



第 8図 ケムパス・クドンドン林型（マレー熱帯低地雨林）
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Kempas-Kedondong ~oompase i a malaccensie-Bureeraceae) forest in 

Bukit Cheraka Forest Reserve, Selangor- One of the less valuable fo-

rest types within the lowland dipterocarpforests this is found main-

ly in areas of perak and surrounded by land cleared for cultivation 

and mining. The reduced stature and poor timber stocking reflects 

the adverse site conditions. Adjacent to peat awamp forest the typ-

e is commonly found on heavy clays of poor status and subject to inu-

ndation. The bertam palm,Eugeissona triste, is common in the undergro-

wtb. 

l=Adina rubescens 2=Shorea maxima 3=Koompassia ma1accensis 4= 

Dillenia eximia 5=Carallia brachiata 6=Ryparosa sp. 7=Artocarpus 

scortechinii 8=polyalthia sp. 9=Alangium javanicum 1 O=Eugenia syz-

ygioides 1 l=Xylopia caudata 1 2=Knema geminata 1 3=Gymnocranthera e-
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ugenifolia 14=Myristica gigantea 1 5=Eugenia sp. 16=Baccaurea parvi-

flora 1 7=Xerospermum intermedium 18=Urophyllum glabrum 19=Canarium 

littorals forma purpurescens 20= Santiria1lasvigata21=Aporosa maing-

ayi 2 2=Pternandra echinata 2 3=Buchanania arborescens 2 4=Durio grif-

fithii 25=Litsee. tsrminalis. 

第 9図 クルイン林型（マレー熱帯低表雨林）
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Keruing(Dipterocarpus spp.)forest in Palong Forest Reseve,Ne g r~ 

Sembilan. The profile here compares closely with the tall Red Maran-
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ti-Keruing forest of Fig. 2. Over the greater part of its extent,_ ho-

wever, keruing forest may be regarded as marginal to freshwater swam-

p forest with a generally lower and more discontinuous canopy. Numb-

ered species are: l=Dipterocarpus kerrii 2=Koompassia malaccensis 3= 

Shorea pauciflora 4=Ctenolophon parvifolius 5=Dipterocarpus lowii 6= 

Diplospora malaccensis 7= Symplocos sp. 8=0caphium linearicarpum 9= 

Pithecellobium bulbalinum lO=Santiria griffithii ll=Tejsmanniodendr-

on coriaceum 1 2=Parinari costatuml 3=Xanthophyllum rufum 14=Mallous 

gr iff i thianus 1 5=Gi ronni s ra:Parvifolia 16=Horsfieldia punctatifolia 

1 7=Ryparosa sp. l 8=Aporosa aurea l 9=Sindora velutina 2 O=Buchanania 

sp. 2l=Memecylon sp. 22=Tarrietia javanica 23=Knema laurina 24= 

Amoora aff. ridleyii 25=unidentified 26=Castanopsis sp. 

．
 

第10図 チェンガル林型（マレー熱帯低地雨林）
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Chengal (Balanocarpue heimi:i)forest in Kemaeul Forest Reee-

rve,Pahang, dipterocarp forest. The type is essentially a• f ores t­

r y• one based upon the increased stocking of chengal, Malaya'8 beet-

known heavy hardwood. Although occuring nearby it was not recorded
 

in the profile. 

l=Dipterocarpue cornutue 2=Koompaeeia malacceneie3=Hopea m-

engarawan 4=Aquilaria malaccensie 5=Dacryodee incurvata 6=Madhuca 

malacceneie 7=Ficue ep. (epiphyte) 8=Santiria griff-ithii 9=Myristic
a 

maingayii 1 O=unidentified 1 l=Vatica ni tens 12=Croton laevigatum 

1 3=unidentified 1 4=Scaphium javanicum 1 5=Aporoea 1una tum I 6=uni-

dentified 1 7=Eugenia ep. 1 7=Eugenia ep. I 8=Scaphium laevigata 

l 9=1.a.uraceae 20=Gironniera parvifolia 2 l=Mischocarpue ep. 22= 

Aglaia meroetela 23=Gironniera eubaequaliB 24=Canarium ep. 

第 11図 ヒース・フクバガキ林型（マレー熱帯低地雨林） 11 U 
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•Hea t h •d ipterocarp forest,Menchali Forest Reserve, east P-

ahang, On the podsolised sand of old raised beach ridges and subje
-
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ct to seasonal waterlogging this Balau pasir forest rspresnts an ed-

a.phic type with its own distinct floristic composition. However,wh-

ile reduced in height throughout, the structure is that of the 1ow1-

and dipterocarp forest. 

l=Shorea materialis 2=Dipterocarpus chartaceous 3=Hopea men-

garawan 4=unidentified 5=Phoebe declinata 6＝皿genia sp. 7=Xanthoph-

y11um sp. 8=Polyal thia glauca 9=Polyalthis cinnamomea 1 O=Xylopia 

caudata l l=Santiria rubra. 

第 12図丘陵フクバガキ林型
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Hill diptdrocap forest in Bukit La.gong Forest Resarve,Selangor,1000 

ft. a. s. I.These are lowland dipterocarp forests found above 1000ft. 

on the inland hills. The profile illustrates the most common type. 

the seraya (S. curtisi:i)type, found along the broad ridges. Here 

the structure may be taller than the optimum truly lowland types. No-

te the presence of the suem1ess palm, Eugeissona triste, which is c-

harac t er i s ti~. 

l=Lophopetalum reflexum 2=Shorea curtisii 3=Shorea bracteol-

a ta4=Calophyllum inophylloide 5=Ctenolophon Parvifolius 6=Monocarp-

ia marginalis 7=Shore!l. leprosula 8=Xanthophyllum1 amoenum 9=Pseudo-

• eugenia singaporensis 1 O=Anisophyllea corneri 1 l=Xanthophyllum disc-

olor 12=Hydnocarpus woodii 13=Dyera costulata 14=Xylopia ferruginea 

1 5= Ryparosa kunstleri 16=Artocarpus ni tidus subsp. griffi thii 1 7=Xa-

nthophyllum obscurum 18=Eugenia griffithii l 9=Blumedendron tokbrai 

． 

20=Myriatica iners 21=Cyathocalyx carinatus 22=Strombosia javanica 

23= Santiria rubiginosa 24=Aquilaria malaccensis 25=Aprosa symploco 

so ides 26=Stemonurus umbellatus 2 7=Rand.ia scortechinii. 
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Upper dipterocarp forest at 2600ft. a. 1. on Ounong Jeraiなedah

Peak;), Kedah. The type represents the upper al ti tudinal limits o:fthe 

lowland dipterocarp formation. Found generally between 2500ft. and 3 

500:ft., the upper layer is here reduced to 75-lOOft. and is more di-

scontinuous. The second layer follows c1osely and is between 50-70 ft. 

while the third layer comprises small trees ranging through 25-50 ft. 

l=Schima noronhae 2=Shorea ovata 3=Eugenia pseudocrenulata. 

4=Payena obscura 5=Elaeocarpus griffithii 6=Tetractomia tetrandra 7= 

Engelhiardia serrata 8=Pygeum parviflorum 9=Adinandra acuminata 1 O= 

Relic ia rufescens 11 =Melanorrhoea curtisii 1 2=Pasania bennettii 1 3= 

Kayea assamica 14=Castanopsis sp. l 5=Mallotus penangianus l 6=Xanthoー ・

phy11um rufum 1 7=Garcinia rostrata 1 8＝封mplocos adenophylla. 

少し低い山に行くと第 14図の低山岳アガチス林型，アガチスは針葉樹でAraucariace.ae

南洋杉科に属します。アガチスにも高地のアガチスと低地アガチスとがあり，カリマンク ンを歩い

た時アガチスポルネンジス種を海岸のすぐそばで見ました。普通高地のアガチスは細長い葉ですが

このボルネンジス種は同じく平行脈ながらまんまるい葉形をしています。又，中部カリマンクン州

のサムビットと云う所でこの種低地ボルネンジスが伐出され，南洋棺という名前で北海道迄使われ

ています。山岳林ですから，高地向きのアガチスのでてくる林型でしょう。その上に低山岳楢，月

桂樹林型のでて・くるのが第 15図です。

これ以上になると面苔類ができたり岩肌の所に少U頂物が見えるという型になります。第16図

は高山岳ツャクナゲ林型です。

一応飛行機を降りられて林内に入られる時匹は熱帯の森林型にはこういうものがあるのだという

ことを覚えておかれヽば便利です。

第17図は A.Engler の世界の槙物区系界と区系区図ですが，第1全北区系界，先進国は殆

んどここ忙属しています。第 2旧熱帯区系界 ，第3新熱帯区系界，なぜ新旧と区別したかといえば

最初熱帯といえばアフリカ，ァジアだけと考えられていたものがコロンプスのアメリカ発見により

ここにも熱帯があったということで新熱帝区系界としたものでしょう。第4がケープ区系界第5が

オーストラリア区系界，第6南極区系界，我々が開発の対照匠するところは新熱帯区系界のうち数

字で22と書いてあるマレー区系区と 23のニューギニア区系区です。
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第14図低山岳．アガチス林型
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Lower montane Agathis forest at 3000 ft. a. s. 1. on Gunong Jerai 

はedahPeak), Kedah. This coniferous aspect, found on Poorer soils, 

is the second forest type within the lower montane formation in Mala-

ya. The conifers (stippled) are slightly emsrgent from the main canpoy 

layer between 30-50 ft. : the sparse second layer is recognised below 

30 ft. 

l=Agathis alba 2=Dacrydium elatum 3=1.ongetia montana 4=Trista 

nia merguensis 5=Myrsine porteriana 6=Podocarpus neriifolius 7=Lept-

ospermum flavescens 8=Ternstroemia japonica 9=?Eriobotrya 1 O=Paras-

temon urophyllum 1 l=Elaeocarpus griffithi.i 12=Eugenia polita 13=Ga-

rcinia rostrata 14=Conthiun didymum 15=Eugenia subdecussata var. mo-

ntana l 6=Lasianthus sp. 1 7=Diospyros sp. 1 8=Eugenia gra ta. 
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第 15図低山岳楢，月桂樹林型
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Lower montane oak-laurel forest at 5000 ft. on Gunong Berembun, 

Cameron H逗h;tanda.With the reduct ion of st rue ture to two tree-layers 
the lower montans formation is entered. In Malaya this is at 3000ft. 
continuing to 6000 ft. F1oristic changes in the forest associations 
making up the formation are also evident. Dipterocarps are rare to a -
bsent and the tropical montance genera of oaks, conifers and others a-
ppear. Overall height is reduced to 70 ft. and the second layer foll-
ows closely under the top canopy layer. 

l=Litsca terminalis 2=Eugenia sp. 3=Helicia attenuata 4=Tetra-
ctomia roxburghii s=pygeum parviflorum 6=Eugenia su因 ecussatavar. 
montana 7=Pasania lineata 8=Eugenia pearsoniana 9=Eugenia sp. 1 O= 
Elaeocarpus robustus l l=Ardisia sp. 12=Cinnamomum velutinum I 3=Euge-
nia curtisii var. holtumii l 4=Xanthophy11um offine 1 5=Adinandra macu-
1osa 1 6＝即geniafiliformis 1 7=Lindera caesia l 8=Payena sp. l 9=Elaeo-
carpus palembanicus 20=Aporsa sp. 2 l=Garcinia sp. 22= Bei1schmiedia 
. longipes. 

． 
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第 16図 高山岳・ンヤクナゲ林型
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Montane sricacsous forest at 6000 ft. on Gunong Bsrsmbun, Cams-

ron Highlands, Pahang, From this altitude upwards in Malaya the mon-

tans formation,idsntifisd by a single trss-laysr,is represented by a 

mixed floriatic association including many temperate families. The 

forest is well within the cloud belt and the interior is hsavily mo-

ssed. 

l=Vaccinium varingiifo1ium 2=Eugenia cumingiana 3=Pasania la-

mpadaria 4=Kayea wrayi 5=fygeum stipulaceum 6=Calophyllum caneatum 

7=Elaeoarpus glabrescens 8=Cry-ptocarya vrrayi 9=Eugenia sp. 1 O=Phoe-

be declinata var. sericea 1 l=Q,uereus bennettii 12=Cinnamomum sp. 13= 

Helicia attenuata 14=Eugenia cerina var. montana 15=Lauracae 16=Fi-

CUB sp. l 7=Ardisia sp. 

• 3. 熱帯林の立木調査と航空写真判読の頂要性

つぎに開発輸入をする際vc'どうやって林内の樹木を調ぺるか，どうすれば安く能率よく，正

確な調査ができるかということを申し上げましょう。

私共が林内に入って見渡せる視界は50mしかありません，材木を伐出す化は 1haせいぜい

l 0本位のものです。石油ランプやテントを担いでキャンプをして歩いても行動距離は 1日10 

km位です。

帯状調査をしても，標本抽出宅がきわめて代弱になり ，特にカリマンクンのように有用樹種生

立のバラッキが多い処では不十分忙なります。そのため忙熱帯林の調査花は航空写真を利用して

見当をつけてから精密調査花取掛るとか航空写真を立体判読して樹高，林冠直径 ，生立疎密度を

-6 6 -



比ぺて蓄績の多い所に向けて主線林道の路線設定して行きます。主線林道から支線林道を出します

が ，主線林道はできるだけ砂利を 4o CT/Ir-, 6 o cmと厚〈敷いて，できれば全天侯林追を構築して雨

天でも走れる追にする必要があります。サバ州のケネデイ湾事業地で見た主線林道は幅員 10 m, 

砂利厚 6ocmというー級国道並の林道でこヽを時速 10 0 kmの50屯積トラックが走り ，1ヶ月

7 o. 0 0 0 7,(を搬出しているという理想的なもので，ミンダナオのナ ンヽピット，アギナルドなどの

現場でも企業の生命線である林道には思い切った投石をしています。

支線林道の方は使いすてる林道ですから砂利も最少必要の 10~2 ocmと薄くするということに

なります。

林道建設費は立木蓄積 ，出材距離，トラック能力の函数から算出されますが立木の少ない所匠主

線林道をつけてしまうと林道費の回収ができないことになり，林道費の回収ができないようでは森

林開発企業は成り立ちません。

私共は大きく航空写真の上で森林を立体視してみて樹高 40 m以上，樹冠直径が 30 m以上，樹

冠密度が 70，，，以上というように ，林相の開発可能性を 3つの基準に分けて見ています。 図面は今

年の8月に行った時の調査ですが，地上調査デーク と対比して航空写真上で分類したグルー プ忙

より，この蓄積を推定しておきます。この推定値はどく 1部の現地毎木調査数値から航空写真で類

推して蓄積推定値を林相区分毎に算定して行きます。

この推定値の誤差率を検討するため熱帝林内で距離 1,8 0 0 m ，幅40 m帯状調査して面積 9h 

aを実測して計算上の推定値と実測値とどれだけ違うかを調ぺて参りましたが，誤差は 5，，，程度に

納りました。台湾でアメ リカのフォレスクーが調査したエラーが 3，，，位と聞いでおり ，日本国内で

森林開発作業をやる場合妬 5，，，位いのエラーであれば ，まずまず使える免諒限界内の数値といえま

しょう。

． 

もちろん温帯林で日本国内の場合になると 1~2，，， という例がでて参りますが ，そこまではおよ ・
ばなくても熱帯林蓄積判読の免諒限界を 5，，，からもう少し 3，，，まで下げられまいかと専問家の方々

と努力中です。

同じフクバガキ林でも 40 0 ha毎木調査をやり ，その誤差が 1，，，であったという結果もありま

す。しかしこれを測定された人は ，誤差が相殺しあっているのではないかというの惧れもありこの

1 ％の数値を発表する匠はも少し詳しく検討してからと慎重です。

8月に参りました時は第1回目の熱帯多雨林匠対する現地調査をやったわけですが ，3％位まで

何んとか漕ぎ付けたいものと考え ，財団の能登邦雄君に御苦労願うこ と花なり航空写真の地上対比

判読調査を専問にバリックパパンの三菱ソテックの現場で 6ヶ月 ，住友林業のプロロの現褐で 3
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第 I7図 世界の植物区系界と区系区

A.エングラー Syllabus der Pflanzen-Familien第12版(1964)
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ヶ月，サマリンダから30 0 kmのロンギラムの現場で 3ヶ月，調ぺて頂きサマリンダ地域の熱

帯多雨林判読のための資料蒐集忙挑戦頗うこと花なりましたJ同じ熱帯林でもマングロープ林な

らば樹種も少なく浸水低程度匠よる樹種分布生態も判り，一番樹種判読が容易なのですが，熱帯

多雨林の場合は樹種が多く西部マレージャで木本樹種で直径 35C11少J..上匠なるものが 4,0 0 0種

あるといわれている。林分 1haを調ぺてもフクバガギ科以外の同じ樹種はほとんどでてこない

という状態です。その 4,000種を識別したり，憶えたりすることは難かしく，その中からこの

サマリングの地区で 14 2種の商業樹種だけを判読すること陀して，それの地上写真や押葉，樹

形，航空写真上の特徴，枝下高，可利用材積，虫菌害木といったものをサマリンダ地城匠限って

把まえてみて国内の航測専問家の方匹御利用頂き ，専問家による判読技術の開発を御願いしたい

と考えております。

財団でもサマリンダ地域の外に中カリマンクン州のカチンガ弓スマトラのパレンバン，スラウ

ェッ，マルク州のオビ島，プル島などの航空写真も撮影していますので，これらの地域匠ついて ．
 

も順次細かい地上対比判読調査をやり，開発資金の投融賢関係者や本社で熱帯林開発企業のマネ

ージメントをなさる方々に航空写真上で，開発対象地城の商業樹種の蓄積分布はこうであるから

ここへ主線林道をつけ，この地形では集材機で引上げ集材，装軌トラクク一，装輪トラクク一，

トラックも何台も揃えて月間何万が出材する，これ匠は数十億の投資が必要で，この事業の収益

計算と資金回収運営計画はこうなるという覗明ができるよう花なれば経営者側，出資者側でも企

業リスクの略減，投下資本の安全運営花大きなプラス匠なることと思われます。

天候が良ければチャークー飛行機の上から肉眼で見えるばかり花地下資源の探鉱調査のように

現存科学技術を動員して巨額の事前調査費を準備投賢して細かい調査をやらずに少ないデーク

陀よって 10~3 0億の資金を投資しなければならない。林道をつけても全森林地域の作業が終

ってみなければ林道費の回収がわからないというのが今までの熱帝林調査方法と開発事業の方法 ・
であります。巨大な熱帯林賢源妬取組み，日本の発展と諸国の国民生活にこの賢源を役立たせよ

うとする場合匠は，日本の為政者も財界も熱帝林開発企業の実態を透察されて，これを安全着実

な企業とするために，思い切った航空写真忙よる調査技術の開発のための餌配黒を私はお願いし

たいと思っております。御蔭様で海外経済協力基金や今熱帯林開発輸入投資を実行されている商

社の方々，航測図化会社や本財団が力を併せて熱帯林の航空写真の判読研究会を作ろうという動

きが高まっておりますがこの動きを将来の国民生活向上の基礎を築くものとして，国民の支払っ

ている税金で賄なわれる国費の援助をもお願いしたいと願っております。

個人的な有志の小さな努力だけでは，到底この広大な熱帯林を処理すべき技術を短時日の中に
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は開発困難な実情を御賢察願いたいのです。

ある商社で，企業の資金担当常務の方から，これからは熱帯林開発の投賢申請には航空写真に

よる説明甚をつけなければ判をおさないと云われましたが，私はもっとも至極の御発言と存じま

す。

しかし，熱帯林の航空写哀攪影には日本から飛行攪を持って行って撮影はできず，又気象的妬

陀も午前中晴れ間があるが海風が山の方へ吹いてくると，すぐに雲がでてきてなかなか写真がと

りにくいということで，今年は 3ヶ月間頑張ったところとれなかったという例もあり，昨年も赤

道帝の写真を撮るため 3ヶ月間毎日雲の為撮影できずバリックパパンの飛行場への滞留費が蓄ん

で数千万円も損をした例もあります。

熱帯林の開発作業というものはたとえそういう犠性を払っても 5％以内の誤差でここにはえて

いる有用樹の材積調査や林相分布か判っていないととても恐くて我々日本のフォレスクーが現場

へ行って働らき ・現地労務者の生活を保証しそれを引き上げ計画通り匠仕事をし，また日本国民

の需要にミートするように材を供給できないという惧れがあるので，どうしても熱帯林航空写哀

判読だけは真先匠解決しなければならないと重ねて強調致したいと存じます。

4. 熱帯林ではどんな伐出し作栗をするのか？

森林調査匹ついては概要を申上げましたが，これに基いて私達は林内でどんな仕事をしなけれ

ばならないかを御説明しましょう。

第18図はフィリピンのミンダナオ島のアラスアサン木材会社の現場作業を図化したものです一

こヽは僅か 2万 3千ha([)コンセッジョン （伐採権林区）ですがセスナ機を一台買って 70 0 m 

う滑走路を作り醇飛行機で空から十分に林相を眺め地上調査を精密に行なって林道路線を設定し

ております。

混地林地帯は軌逍を布いて出す方が有利です。北ボルネオ（現サバ州）のキナバクンガン河を

遡り，出材現場を見た時は Chinese malaysianのコンセッツョンでしたが，こヽの河岸は湿

地が多く，軌道を布設して日本からデイーゼルエンジン汽鐘車をもってきていました。一方ラハ

ダツーのケネデイベイ現場を見た時 ，港から約 2km混地帯が視き、ンンガポールの土建会社に請

負わせて全部埋立て，立派なトラック道路にしていましたが，会計課長のスミス君は混地を埋立

てトラック路を作ったので破産しそうだと悲嗚を挙げていました3

滉地帯では軌道匠よる運材の方がトラック道路を建設するよりも安いことが多いのです。

立木の伐倒ではチエンソーを使うのと櫓組みして二人挽鋸で伐るのと二つ方法がありますが最近

ではチエンソーを使い手鋸の倍の能率を上げています。
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集材する場合は，スカイラインという架空索道槃材法とハイリード作業法という丸太の鼻をわ

づか持上げて引張る巣材法と二つあります。あるいは近距離の平担地ならばトラククーで直接引

張ってトラック土場へ容易に渠材できますが ，作業コストが安いのはスカイラ・インとハイリード

染材法です。

出材距離が 60 0 m以上妬なるとトラククーだけだけでは償却炊，けん引能カ・その他から

いってコストの安い集材ができません。

三菱商事のソテック，現場ではキヤクピラー D7のトラククーを二交替運転して渠材していま

したが逆勾配のきつい所はどうしてもヤーダーを使った方が有利なので 2ケ所ほど航空写兵をみ

て逆勾配のきつい所はヤーダーを据えつけての作業を企画しておられましたがこれが定石です。

集材した丸太をトラック匹積むには ，ロ ギングアーチをつけエン・ジンで積む場合或いは丸太積卸

機を使う場合とがあります。又バクーンロ ・ンギングという比島のバクーン半島で米軍払い下げの

トラックのエンジンを利用して自分で積込んだり 10 0 m位いの集材する方法もあります。これが

一番簡単で金のかヽらない方法です。

マレーで同じ方法でやっているのは ，山大王法式（サンクイオン） トラックだけで集材するや

り方です。

第 19図 マレーの トラック（山大王，サンク イオン）

伐出法写真集

0-1 傾斜、逆勾配約 10｀を走行中の山

大王
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G-2 径851.'11以 5mx、本を積んだと こ

ろ
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0-5 /60Cffl>(6本X 5.ffl、此処から中

間工場さで 14 Km 

G-7 中間工場で別積のトラックに積換え、

右後部車輪に注意、t黄から丸太を積

む車輪はハイドロ、 .-;,ャックで車体

を上げて車輪を廻す。 ． 
これは今カリマンクンの日本哨発輸入商社でもマレー ，ジンガポール ，サラワ ク，サバ あたり

から山大王の請負コント ・クーを利用し集材している所もあります。 コストも安く場合匠よれ

ば林道妬も砂利も入れない所や， 35゚ ぐらいの勾配の林道をつけて強引に仕事をしています。

積込んだ材はトレーラ付のトラック匹乗せますが，日本のペニャ業界では平均長 12 mの材価

が高いので 25~5 Oton積のトラックで引張出します，平均長 12 m VCするには 18 mの材も

混ぜなければなりません。それを 4m VC日本では玉切りし欠点部分を除いて行きますので長材の

方が高値になるわけです。

フ ，， リヒ”ンでも北ボルネオでもみましたが ，トラック林道といっても日本の 1級国道で日本の
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林道とは全く異り，それでやっても企業として成り立つということになります。

トラックで運んで来て港頭土場や流送用貯木場ヱ仕訳し日本船に積込むのですが，輸出不適

材は製材工場に入れるかベニャ工場を作って合単板陀加工してアメリカに輸出しています。

インドネジアの場合でも丸太で輪出しているよりできるだけ加工賃をインドネジアの国民の

ため匠稼がしてもらうため伐採林区を与える時，製材工場を作ること ，ベニャ工場を作ること

を2年とか5年以内陀も設置する義務を負され，また l0年以内尻ベルプ工場まで作れとい

契約書陀サインをさせられています。

積取船の配船は船がまだ海上を走っている中妬 1ヶ月前にチャークーしてどこの港匠向ける

かという契約をするのですがそのため花は出材作業計画がしっかり履行されて本船が 1ヶ月後

● に入港した後，満船匠なるだけの材をそろえていなければなりません。しか口打手が天候や人

． 

間相手のことであり場合匹よれば荷がそろわないこともあります。そういう時ミンダナオのダ

バオの中国人は悪い材を買貯めておき足許をみて高く売りつけてもうけている連中もいます。

その辺まで良く考えて出材計画を立て，作業を順調化進めて配船計画匠ジャストミートさせ

なければならないのです。

5. 伐採跡地の森林賓瀕の更新と保続

これはインドネ・ンア，フィリピン ，マレージアでもそうですが土地利用区分を決めて，永久

林として保続すべき林分，塁地匠して転換すべき林分という様に利用区分されています。

永久林として保院更新していく所匠は，フ、イリビン山林局では択伐更新法式を制定して伐採

潅林区保有者に守らせています。 何分 lha から 10本位しか伐採しないのですが，鳥止りま

で 50 IDもある立木なので，無茶苦茶な方向陀伐倒すと浅っている 70cm下の立木匠殆んど傷

をつけてしまいます。そこから菌類病虫害が侵入して全部心腐れのものになり，残った立木は

利用できなくなります。

磯前のフィリビンの場合でも，乱伐した跡地花生浅った傷害木は成木になっても全然使いも

の匠ならないという例があります。マレーの場合匠は浅存立木花は期待せずに稚樹からの更新

考えている。

すなわち樹高が1,5ID以下の稚樹が lhaVC4, 0 0 0本以上生えていればその林分は80年の

回期でまたもとの林相匠もどってくるということをマレーの山林局が実験して，これにallo-

wance を見て輪伐期を 10 0年匠しています。

マレー半島，サラワク，サパでもマレー・ンア独立后も毎年10 0分の 1づつ伐採させていま

す。

-7 4 -



インドネツアの更新調査をした時はマレーツア法式匠な らって東カリマンクン州
の伐採予定地

の中から 5 ケ所を選ひ•，クルンサヤン， A·B プガルン， イ ナラン，サ ン クリ ランで稚樹の出現

率を調べました処， lha当り平均5,5 0 0, 4, 6 0 0, 6, 7 5 0, 4, 1 0 0, 1
 8. 6 0 0ありと

でておりこの中4,000以上の所は ，10 0年の輪伐期で経営して行けばこの地
域の森林資源の

保続更新はできると両国政府へ御報告しましたところが，インドネ ツア政府の
林野総庁は〔林業

忙おける外国贅本投資の手続指針〕で輪伐期を 60年と発表 し，更陀昭和 45
年林野総庁長官通

達461/A-1170号によって臨時に 35年と定めています。

森林技術者も少なく基礎実験の予算も思う妬委せぬ発展途上国のことヽて止む
を得ぬ事情から

とは想像できますが，この国の資源に頼らなればならぬ日本としては裏付けとす
ぺき基暁デーク

だけは協力作成すべきものと思われます。

フィリピン政府は，バジラン島で約 20年前から色々な伐倒法匠よって伐り方を
研究し浅って

る7ocm下の健全商業立木には絶対傷をつけてはならないと命じ黄色いベンキで立木標織をつけ

森林官が伐採跡地を検査しその木匠偏をつけた場合罰金をとり傷をつけなければ
餌暖美を出すと

いう方法をとっていました

フィリピンの拓伐林業方式の細かいやり方匠ついては財団の熱帝林業技術者研
修教本，第 4巻

(P 1 6 7~2 1 5)第5巻 (P1~5 6)をお読みいただきたいと思います。

稚樹から育つまでの 80年の期間を，跡地化残っている健全立木を無傷のまヽ育
成して，輪伐

期を 35年に縮めていく方法で立木付識員，跡地検査員の養成や伐採樹付識伐
倒方向研修などを

細まかくきめてこれの実施により資源保続を計っています。

そういう実験や作業指針，研修実施指導もせず匠いきなりインドネ ジアではコ
ンセンジョンの

所有者忙対し，択伐更新の方式をやることを指令 し放しのま まです。立木付識
員の教育準備もな

く森林官が跡地調査することもなく ，35分の1の伐区を許可していくとどうい
うこと花なるの

かと寒心匠耐えません。

相手国がそういう法律を出して日本のフォレスクーとしては，将来の互助有好の
きづなとする

ため匹は，どういう方法が最善であろうかと日夜苦慮している次第で，こ＼に政
府ペースの強力

な基本的問題への技術協力が渇望される次第です。

林野庁長官がこれから発展途上国に技術供与をなさるな らば ，まずこの問題を
やろうではない

かということでインドネ・ンア，フィリピン，日本，国連が力を併せて，フィリ
ビンでやっている

択伐更新法式 (Selectivelogging system)が果して計画通りに健全な更新林とし
て保統

． 

． 

．
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．
 

．
 

されているかどうかを先づ慎重調査することが必要であろうかと思われます。

フィリピンは5年VC1回空軍によって森林の写真を撮っておりますから ，それによって健全木

率，病菌被害木率とその成長の状況を航空写真からみて行けるように ，できるなら1赤外線カラ

ーフィルムを使用しますと菌害木，芯腐被害木なども葉色の変化匠より，はっきり把めると云わ

れていますので，森林立地 ，森林土攘 ，虫菌害 ，樹病等の専問家が各国協力して科学的にたしか

めていってこの伐採跡地を本当陀永久林として保続更新させていく体系を作っていくことが先決

問題であり航空写兵の判読という手段は遠い所へ現地調査のため，相当数の専門家を長期派遺す

る葵大な費用を節減し，客観的なデークを短時間陀取揃えられるという利点は，熱帯林において

こそ最大効果を発揮することでしょう。

日本の開発輸入商社は，自社の企業危険負担匹おいて，この熱帯林開発という難問匠プッカっ

ているのですが，伐出作業を円滑匠進め日本国民の南洋材需要を支えるのは大変な事業であり，

かつ投下した汽本を安全箔実妬運営していく事が自由主義社会に生きねばならぬ企業の使命とい

う見方忙立ちますとやはり企業としての限界に制約されます。非常にペーツ ックな問題や森林賢

源の保続経営的な問題や両国の国家民族間の利益に繋がる問題についてはできるだけ政府ペース

で解決して頂かないとこれから官民一体陀なって日本の民族的使命を果たすための大きな障害に

なるであろうということを御理解願えればと存じます。

熱帯林の開発投汽を成功させるための森林贅源の保統 ，更新の問題と航空写真の判読の碁礎調

査，このような問坦は，なろうことならば， 19 7 5年までにGNPのo.7弔は政府間ベース供

与するという日本政府の公約匹組入れて，難問の解決を計って頂ければと存じます。

経済伸長率較差に端を発する南北問題を解決する上陀も商社だけにまかせられても商社では投

下只本妬対し安全な経営と利益が保証されなければ事業を税行できない機構なので，実施資任者

の今なお動物と植物だけの世界である熱帯多雨林内匠 ，一現場 3,00 0人～ 5,0 0 0人の人間が

住み働いて喰ってゆき生活を向上させていく場を築きあげて，森林贅源が保統され， 35年たっ

て今年伐った所へまた帰ってきて同じような仕事を焼行できるようにしなければ日本民族が発展

途上国の民族陀融け込み人類の発展のため貢献しなければならないという沢任を負わされた ，日

本林業技術者の辛苦心労は並大底のことではありません。

ベージックな問運についてゆ攻府ペースで解決願わねば企業として存統がむつかしくなります。

1 9 6 3年フィリビンで永久沐協会の創立準備委員会が開かれ私は客員として招かれましたが

比島の林業界から日本の森林木材業者匠永久林協会の基金拠出に協力願へまいかとの話があり，

帰国して早速日本木材輪入協会，南洋材吼会匠お話し致しました処，日本木材業界の方々として

こちらは相手国山林局に立木代金を納め，積出国甲板渡価格で決済しているもので，輸出国内の
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森林の資源保親の問題は相手国山林局の問題だ，それをさらに金を出すのは筋が違うのでは

ぁるまいかとの意見で，国際商業上からは当然の見解と云えるでありましょ う。

一方本春ストックホルムで開かれた国連人間環境会議で大筋に採択された よう 匹熱帝林l_)保統

を維持しなければ地球上の空気の酸素の率が少なく なる，やはりこの緑を保もたなければいけな

いという意見や，因境問題は広く国際的な協力でしょう という方向は， 別な立場にたって熱帯林

の汽源維持の重要性が見直されていると考えるぺきでしょ う。

熱帝林保萩は，このよう花して南北問題地球環境保全の両面から，ェコノ ミック・ アニマルと

酷評された日本民族のイメー ・ンチェンジ匠は〔ア・ジアの緑の環境保全と汽源保幌〕のスローガン

が世界中から好評を以って受入れられ易い状態匠あると考えられるでしょう。

福田林野庁長官のプエノスアイレスでの声明を清新な田中新内閣が取り上げてア・ジアの森林贅

源の保統を行ない， •清い空気を来世紀匠残すということを強力匹推進すれば日本国民の汚名を雪

げることにもなり，発展途上国の国民資産富化と外貨増収，併せて日本の木材補給源確保匠も寄

与し得る良策に発展するものではありますまいか？

航空写兵についてはアメリカの航空宇宙局が飛ばしている宇宙衛星が 90km の高度で地球を

廻って，写兵を撮っていますが，これを廉価に配布するという手紙が参っており取寄せ中ですが

縮尺が 27 4万分の 1これを 25万分の 1に拡大したものを 4ocm.画のもので 1枚 9ドル，マイ

クロフィルムは 1ロールが l5ドルです。雲量が 10弔以下のものであれば，沼種判読は無理と

しても主要資源地帯の見当を付けることはできるでしょうし，こういう各国の協力ゃ，国連の新

しい世界をつくって行こうというグローバルなムード，ピアソン報告書にみられる．，高邁な人間

愛精神に我々が同調してこれからはどうしても東南ア ・シアの熱帝林の開発と汽源の維持，保紐を

官民一体となって推進して行かなければならぬ占うな措置を講じねばと考えている次第です。

と終りに強調してこのお混舌しを終らせて頂きます。最後匠カリマンクンの森林調査をした時，日 ・
イ合同調査員が合唱した「原始林は呼ぷ」を歌って御清聴の御礼に致したいと存じます。

．
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原始林は呼 ぶ

Seruan Rimba 
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インドネ ジアで山林調査をなさった方はき っとこのメロデーを党えておられることでしょう。

森林開発を基礎に ，新しい母国を築き上げん とする若々しい林業アカデミーの学生の純真な意気

が広く 共感を招いて，今では山林局 ，林業公社の森林技師達ばかりでなく ，現地労務者 ，山に働

〈家族の人々陀もあまねく愛唱されており，私共日本人フォレスクーも再三の調査や開発事業に

当って ，林内キャンプやカヌーの上で ，飛行中の機上で ，或はサヨナラパーティのステージで日

イ林業人が心を併せて愛唱した懐かしい曲で ，一小節 ，―ハーモニー毎匹当時の色々な情景が想

起されてなりません。
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日イ森林技師や林業労務者と心のきづなとなったメロデイーを記念し，あまり堅い技術的な報

文ばかりでもと思って，カリマンクン森林調査報告書妬作諮して載せました処 ，御ー諸に歩いた

故田中紀夫氏から政府への公文報告書に・オクマ、；；ャク・ン・を出すのは君が初めてだろうと冷か

されたのも ，今は懐かしい想出となってしまいました3

2. Rimba Raja Maha indah Tjantik -molek perkasa, 

Penjonkong Nusa dan :Bangsa Rimba mulia 

disitulah Kita kerdja, 

Disinar mata hari Gunug lendah berdiri, 

Haluslah Kita Halungi dengan hati jang murni 

(Ulangan • • -• • • • 2Kal:i) 

Rimba Raja Rimba Raja, 

Indah permai dan Mulia maha taman tempat kita bekerdja 

3. Pagi petang siang malam Rimba kita berseru, 

Bersatlulah bersatu tingi rendah djadi satu 

Bertolongan eelalu, 

Djaukanlah sikap kamu jang mementinkan diri, 

Ingatlah Nusa Bangsa minta supaja dibela oleh kamu semua-

(Ui angan• • • • • • • 2Kali) 

〔こ の歌詩の意味 〕

1. さあ 大原始林をたたえて

歌おう

欣びの調ぺで森を讃える

清らかな歌を

逝か忙森の奥深くに葬すのは

淋しくとも

祖国とわが民族のために

カのかぎり慟こう

（繰返し 2回）

大原始林大原始林

おう われらが働らく

すばらしく麗わしい

荘厳な大原始林

大谷 滋

2. とても見事で麗わしく愛らしくて

権威忙みちた大原始林

心の痛みを和らげ祖国と民族匠

尽す荘麗な大原始林

烈日の下わが職場匠は

けわしい山と峡谷が吃立している

純真な心をもって

乗超えて行こう

（繰返し）

．
 

． 
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3. 朝な夕な昼も夜も

われらの大原始林は呼んでいる

高きも低きも

みな心を併せ一つ匠ならう

優れたみんなが一人一人

重要となるように

祖国と民族を想起してみんなで

ー諸に護り育くむよう花希おう

質 疑 応 答

C質〕 熱帝林保続更新のための輪伐期間はマレーツアの場合に 80年といわれたが，フィリピ・ 環合はどうか。

、答〕 本当は80年なのですが，ァロアンスをみて 10 0年と定め 10 0分の 1づつの面積の

伐採許可をしています。

フィリビンの場合には 4易をつけないで残す商業立木が7ocmに育っているので後 3

5年たてば直径l.5 m位忙なるという実験値から 1/35づつ伐らせるということで ，

輪伐期を 35年としています。この場合残った立木を無傷のまヽ育てると仮定したもの

． 

です。

マレージアの場合は残ったのは全部街がついてだめだとして ，今1.5 ID以下の稚樹か

lha 4, 0 0 0本生えていれば80年後に更新する ，ィンドネジアは始め (80年＋ 3 

5年） ＋ 2=約 60年としていたが林野総庁では，フィリビン流輪伐期の方か都合がよ

く35年とすれば 3倍余分の面積を伐採できるから，外貨収入も増え国家財政にも寄与

できることにもなりましょう。この方針を出してから，伐採権林区の取得者が保続，更

新できるよう忙伐採作業を進めることと指示し ，これを約束してサインしなければ伐採

権林区が貰えない，サインはしたもの＼ ，実行するための実験結果や労務者研修匠は手

が廻らないという実情です。

これは ，やはり両国の政府ペースでやらねばならない問題でしょう。

C'fi］ 新しく伐採跡地の植林ということは苗木を楢えるのか ，稚樹を育てるのか ，

C答〕 普通な伐採作業ですと，跡地たは早成長樹種のクラムパヤン (Anthocephalue ca-

damba)とかピヌアン (Octomelee sumatrana) とかの二次林樹種が生えてきて

ある程度匹なると老化して枯死します。その後庇蔭の下で待っていたフクバガキ科の幼

樹が急速匠伸びてきて複元するの陀 80年かヽるということです。
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又， 日本のように人工造林地を皆伐跡地に造成しょうとする匹はフィリピンに 19 6 

3年私が行った時まで人工造林地を造成した総面積は 4万haしかありませんでし九）

日本では1年VC4 0万ha位，人工造林地ができております。しかし材価の安い所で

は人工造林匠手間をかけ伐用を払っても ，採算が取れぬ惧れがあります。よほどチーク

のような貝重木でもなければ無理だと思いますが日本のパルプ会社は針葉樹贅源が欠乏

する将来忙備えて今後は，ラジアーク松 (Pinueradiata)を植えてみようではない

かと ，マレーシアの林で試験造林をしていますがこれは日本の松の約 6倍成長していま

す。

〔質〕 松は材木として入れるのか。プラジルの木はどうなのか。

C答〕 松は材木としても，パルプ用のチ ップとしても輸入しています。 プラ ジルの計画では大
型のチップ専用船で輪送するというのですが ，10万トンの専用船を横付けに出来る港

は日本陀は 3港しかありません。現在外材の輸入港の総数は 10 8港に上っていますが

〔質〕 毎年内地材は50弔他は南洋 ，外材，この比率は日本が今 ，人工造林等をやっているが

おそらく安い外材にたちむかうことはできなくなると思うが，内地材，外地材の需要供

給のバランスはどうか。

〔答〕 数益的にいうと日本の内地で木材の供給ができるのが 4,000万が位自給できると森林

費源総合対策協議会で上限を 6,000万下限 4,0 0 0万に予測していま したが下限に近

づいたということで今年下限に訂正しました3

これからもこのいきおいで日本の国民の木材需要がふえていくと，日本国内材の生産

は4,000万が程度で横ばい匠なり ，そのあとの増加分は，外材匠頼ること匠なるので

はないでしょうか？その時どこから外材をもって くるかと いうことで，南洋材が主補給

． 

源になることでしょう。 ● 
東南アジアの熱帯林費源が日本国民の需要を満すための森林資源であることを ，考え

ますと，そのため匠は我々日本国民が払う税金 ，GNPのo.7％をこの賢源保税維持匹
投入してもよいのではないでしょうか。木材価格の点匠ついても新聞に出ているように

檜は80％上がってめるが南洋材は 20'1,しか上っていないということで，この祉と価

格を維持できるよう忙， 賢源を経営更新できるよう腰を据えて技術協力を進める必要が

あると思われるのです。

〔質〕 どの位大丈夫なのかという見通しはあるのか。

C答〕 日本国民の生活水準向上率に伴なう木材需要が急増していますので，比島やマレー ツア
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ヽ

． 

． 

の供給址が頭打ちになり，これからの需要増加分はインドネジアの森林賢源の出材能力

が問題忙なるのですが ，樹種別蓄積も出材能力もこれから調べたり技術協力して築き上

げて行こうという処で確かな数字はまだ出ておりません。

これから作って行くための御参考妬判っているだけお話し申し上げます。

コンセッジョンの森林伐採権地区の割当の状況は下図た黒くぬってあるインドネシアの

処で，面積的には全森林面積の約 1割5分，割り当て られカリマンクン，スマトラはほ

とんどおもな所は割当済尻なっております。

又，森林植物の分布状態を見ますと下図のよう妬アジア大陸棚地城というバリとロン

ボックの間からウオーレスという英国人が，線を引いた淡水魚の分布区界線が植物区系

界とよく一致しているのが，ウオーレス，ラインです。

植物区系線としてはフィリビンとの間にE • Dメリルが修正線を引いていますが，こ

れが現在動植物区系界線として支持されています。

こちらはマックス・ウエーバーが区界したニューギニアを含むオーストラリヤ大陸棚

地域で，両区界線に挿まれているのがセレベス，小スンダ列島のある中間地城です。

フクバガキ科のラワン類 (Shore叫員）が出現するのはアジア大陸地城に限られてい

います。極く小部分はフィリビンから細い線がマルク州のプル島 ，クリアプ島，ォピ島，

ハルマヘラの一部，セレベスの北岸にツヨレア属が出てきますがこれらは鼓5年間位に

発見されたもので更に修正を要する森林植物区界線ということになります。

問題は，この中間地域やオース トラリヤ大陸棚地域には， Shorea屈林木は出現しな

いということで，これまでラワンや，アピトンといって親しんできた以外の有用樹種あ

るいはフィリビン，ヵ リマンクンでも使わなかった新しい樹種これらの用途開発をやっ

ていかなければ日本の木材需要はまかなっていけないという事です。

何故ニューギニアはこれまでにコンセッツヨンの割当が済んでいる所でも開発が進ん

でいないのか？

こヽはオランダの領有時代からコンセッジョンを持っていたアメリカ人が放棄したも

のを南方林業さんが行かれて調査されたが，現在の日本の木材市場忙適合する樹種が少

ないという理由で開発事業を見合せられており，また青池忠之先生がニューギニアで一

番よい林区といわれたところで，中越パルプ，丸紅がこのナピレでも森林開発を計画さ

れているが仕事は着手されていません。

なぜかと申しますと，マトア (PometiaPinnata)のような材は合板用材に向く

-8 2 -



のですが他のメルバウ，

当り 30成ぐらいあり，普通機械化林業をやっていくのに lha当り 70が位商業樹種がなければ

(Intsia bijuga,I-Palembanica)イソチアらような樹種が 1ha 

採算がとれないのですが ，このメルバウが日本のマーケットで売れヽば森林開発はできるが今の
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東南アジア植物区系区界図
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所は売れていないので開発に着手されないのだと思います。

アメリカがパプアニューギニャの森林資源調査をオーストラリャ政府から引受け，そ

の調査員が東京陀来てインチアが日本のマーケットで売れまいかと聞かれましたが日本

では重く耐久度の強いこの材妬はなじみが薄いのです。

．
 

欧州，ォーストラリヤ市場には家具材として出ているのですが・・・。 1つは筏を組

んで木場で扱う時沈木であるため扱い賃が倍以上かヽるということで，これだけの比重

，耐久性，強度陀見合うだけの市場価格がでてないので開発が停滞しているわけです。

しかし ，贅沢はいっていられなくなっていますので，段々バプアニャーギニアの方か

らこちらの方へ新しい咽種の利用開発が進んで来るよう妬なるものと思われます。

資源は何年分位いあるのかと聞かれますと信頼できる地図はなく ，歩いての調査で

〔質〕

は大変な時間と経費がかヽり ，もう少 し航空写真凋査がはっきりし地上調査対比デーク

がしっかり集まっていれば何年まで維持できるかということができるのですが ，． ．．

コンセッツヨンは日本だけではないのか ，55弔外材 ，その中に占めるチップはどの位

いか，チップはどのあたりから来ているのか ，
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C答〕 日本だけではなく，カリマンクンでは森林開発のオリムビックが開かれているのが実情

です。

チップはアメリカの製材工楊の廃材，ニュージランドあたりの松の廃材が主なもので

しょうが，輸入統計値はまだ纏まっておりません。

〔質〕 チップの原料のマングロープについて。

〔質〕 このインドネ・ンア林野総庁の森林分布図で見ますと黒 く塗ってあるのがマングロープ林

です日本では紅咽林と云っていますが，潮水の混る所に生えている樹で，漬潮時花は浸

水しますので，それを小舟で集材しても，半日しか働けませんし，干潮時匹陸上作業し

ても泥の上なのでやりにくい，なぜ普通のトラック林道のついた処で，伐り残っている

熱帯多雨林中の細い材をバルプ贅源に利用できないものか？ レーヨンパルブは目方で

売られるので比重の重い材がよいのだと ，いわれるのですがパルプの材の場合ですと価

格が安＜なければいけない。

薪を伐っていた現住民に安く集めて貰って工場でチップ化して日本匹運んでく るとい

うことをマングロープ林開発の場合やっていなようですが，このような立地条件では，

採算的には機械化困難なので，これで良いのでしょう。

〔質〕 ラワン材が主力をなくしているがチーク材の用途はどんなのか。

〔答〕 むかしは船のデッキ，今は内装材，家具等に使われています。ジャワのチーク造林地を

見ま・したが， 80年生位のものを主匠欧州市場匠出しておりますね。

．
 

． 
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東南アジアの野菜作匠ついて

江口浦雄

はじめに

幸いなことに ，私はこれまで大阪塁事試験場で 3ケ年，岐阜高等農林学校で4ケ年 ，千葉高等

園芸学校で5ケ年， 12ケ年間，混帯野菜の実習を体験して来ました3 それから台湾南部の高雄

でパイナップルを主体の熱帝園芸試験場建設に約 4ケ年従事し ，パイナップルやバナナ，野菜を

主として栽培し ，それが動機となって・；；ャワポコ・ールの国立塁事試験場の園芸部長を命ぜられて

ジャワに参り ました。

戦争がだんだん激しくなってからは，東部・；；ャワの食糧増産技術監を兼任で命ぜられ，スラバ

ヤを中心に東部・ジャワ 7州の食租増産の指導に従事し ，戦後は平塚の塁林省塁業技術研究所に約

1 0ケ年勤めましたが，その間にカンポ・ジャ，ベトナム，セイロンに出張を命ぜられて，現地調

査を致しました

そうした経験から見ますと，温帯の日本で実技を積んでから，亜熱帝の台湾，熱帯のジャワに

参ったわけですから• 3地城の比較がよ くできて ，感ずるところも多いです。今日はそうした点

を主にして話を進めて行きたいと思います。

1. 季節からみた野莱栽培

熱帯気候の概要はすでにご承知の方が多いと思いますが，温度は 1年中，充分あって，冬が

無く，常夏で，日照時間の方も夏至（6月22日～ 23日）と冬至（ 12月22日～ 23日）

の差が至って少い。それ匠日本で見るような暴風が殆んどない，暴風の無いということは，ゎ

れわれ園芸関係者の方から見ますと，非常に大きな利点です。台湾南部で云っても，コーヒー

もあり，ヵカオもありますし，いろんな熱帝果樹もありますが，台湾では暴風がひどくて，ど

うにもならなかった

気候の内で，もう 1つの特長は，雨期と乾期の別があるととです。南方一帯は季節風の影響

を受けて地域に依って雨季と乾季の別がはっきりしています。
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そうした熱帯地域匹栽培されている，熱帯野菜の概要から，先ず述べて置きましょう。

熱帯地方11:,これまで栽培されている野菜は，大別にして次の 2種類に分けられます。

その 1はバ漿高の低い都市近郊の熱帯平地で，多くは河川，池沼匹沿い，潮漑匠便利な畑地

を選んでエンツアイ，バイヤム，ツJレムラサキ，ニラ，クカナ，ササゲ等の耐暑性の強い在来

野菜を，極く集約匹栽培しているところと，他の 1つは，都市からの距離匹はあまり関係ない

が，標高 l,0 0 0 mから1.500mの高冷地で（多くはホテル，別荘，療養所等がある）主と

して，レクス，セロリー，キャベッ，リーキ，ピート，ダイコン，ニンジン等の洋菜類を栽培

しているところがあって，生産物は最寄りの市場に出荷されておりますが，近郊地の在来野菜

は主として現住民の用途に向けられ，高冷地の洋菜類は主として白人，商給官史，裕福な商人

階級の用途匹向けられていました3

次にそうした熱帯地方の野菜栽培を亜熱帯（台湾南部） ，温帯（日本中部） ，の野菜栽培と

比較対照して2,3の考案を加えて見ると次の通りです。

(I) 季節からみた野菜栽培

(1) 温帝の日本では春，夏，秋，冬の四季の変化があって，春から夏（無君期間）匠かけて

は主としてナス，トマト，キュウリ，スイカ ，マクワウリ，カボチヤ等の果菜類とサツマ

イモ，サトイモ，ヤマノイモ ，ジョウガ等の根菜類が栽培されているし，秋から冬匹かけ

てハクサイ，ダイコン，クイナ，キョウナ，クカナ，レクス，セロリー等の葉菜類（秋野

菜）が栽培され，冬季の10~1 1月から翌年の 6月（雨季，田植えの始まり）までに，

クマネギ，キャベッ，イチゴ等の水田裏作野菜が作られております。

(2) 亜熱帯の台湾南部は ，春先きの 3月， 4月頃から初秋の 9月頃までは雨期で，高混，多

涅の候となります。この時期匠は野菜類が欠乏し ，市場ではわずかにエンツアイ ，ニラノ

花，マコモの食痙 ，クケノコ等が見られる程度にすぎませんが， 9月から翌年の 3月頃ま

では乾期で，晴天が続き，気温も好適で（高温 25℃～低温 15℃） ，スイカやキュウリ，

トマトやナス等の果菜（夏野菜）とキャペッ ，ハクサイ ，ダイコン，クカナ，レクス，ハ

ナヤサイ等（秋野菜）が同時匹栽培されていて，市場では野菜の種類も量も多い季節であ

ります。

(3) 台湾からさらに南下して ，フィリッビン以南の熱帝地方匠行きますと ，レクス ，セ ロリ

ー，リーキ ，キャペッ ，ピート，ダイコン等の秋野菜は ，冷涼な気候を高さに求めて ，

1,000叫芍外の高冷地で栽培され （フ ィリ ッビンのパギオ ，ペトナムのダラット ，ジンガ

．
 

． 
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ボールのカメロン高原等） ，ナス，トウガラシ，ヵボチャ，トウガン，ヘチマ，ユウガオ

ササゲ，ラッカセイ等の果菜とカンジョ，サトイモ，ァローJレート等の根菜が，熱帯平地

の畑で ，点々と，わずかに栽培されている陀過ぎません。

⑪標高から見た野菜栽培

(1) 平地地帯

日本の7~8月はご承知のようK,高温，乾燥期で，畑では主としてナス，キュウリ，

トマト，スイカ，マクワウリ，カボチャ等の野菜類と他忙カンジョ，サトイモ，ジョウガ，

インゲン，ラッカセイ，ダイス，トウモロコ・ン等が栽培されています。

台濡の夏は 5月に始まって， 6,7, 8, 9月頃まで焼〈が，雨期で，この季節は前に述

ぺたように，最も野菜の欠乏する時期でもあります。

台湾以南の熱帯乎地は周年，夏で，乾燥と雨季に分かれますが，すでに述ぺたように，熱

帯乎地の野菜は主として都市近郊の河川，池沼近くの低地で栽培されておりますので，乾季

はいいが ，雨季になると ，水没以犬態になって ，台湾と同じ ように，野菜の欠乏期でありま

す。

(2) 高冷地帝

標高と混度との関係は ，ご承知のように ，標高 100m上昇ごとK0.5度づつの気混低下が

見られます。

日本の 7~8月の平地気温は熱帯地方に劣らぬ気礁でありますが，野菜栽培では，この標

高による気温低下を利用して ，各種野菜の適地を高さに求め ，適する野菜を適季に栽培し七

いるのが普通です。例えば，比較的冷涼な気候を好むトマトやキュウリの類は，標高 20 0 

~3  0 0 mや50 0~600mの準高冷地に栽培して， 9月から 10月頃まで出荷されてお

ります。

しかる花熱帯地方におサる，これら山胴地帯から準高冷地帯の塁作物の利用状況を調ぺて

みますと，大部分がゴム園，ャツ園とキナ園，茶園等の企業農園で占められていて，一般塁

家の塁園芸に利用されている所はほとんど見当らない。このことは ，とりもなおさず，熱帯

地方において，最も利用価値の高い（畑地は肥沃で，気温は涼しく，排水良好で灌水も容易）

山脚地帯から準高冷涼地帯匠かけての畑地利用が，これまで，長い間，一般農事への利用に

対して閉されていたことを示すもので ，熱帯地方匹おける懸案の雨季野菜の不足対策を講じ

地域店家の経営をより豊かにして，民生の安定を図る匠も，まずこの地帯の開発を急き．，熱
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帯本来の果菜類を中心匠，野菜栽培の指導，奨励匠乗り出すぺきものだと思うのであります。

私は，こうした見地から 19 4 1年， 19 4 2年の雨季忙，台湾南部の凰山熱帝園芸試験

場（丘唆地）で，ナス，スイカ等を ，ナスはニコチン剤でフクテンコミドリヨコパイを駆除

し，スイカは開花当時の幼果をパラフィン紙の小袋で覆って，ゥリミバイを防き．，立派な成

を挙げることができたし，また 19 4 3年， 19 4 4年には西部 、ジャワのバンドン（標高

6 0 0 m) と東部、ジャワのマラン（標高 600m)でトマトを試作して，立依な成積を挙げ

ました。

なお ，標高1.000mから 1,50 0 m地帯における洋菜栽培のことはすでに述ぺましたが

戦前，ジャワのチカジャン（標高 1.2 0 0 m) では，オランダ政府の依頼を受けて，佐藤塁

園がパレイジョの種イモの増殖栽培を行っていたし，戦後 ，セイロンの高冷地ヌアラエリヤ

（標病 1,0 0 0~1,5 0 0 m) では，セイロン政府の手でバレイジョの種イモ育成場を設け

て，種イモの増殖と配布を行ない，パレイジョの栽培指導匹乗り出していましたが ，苅々と

成積を挙げ ，われわれが調査に行った 19 6 8年花は ，年次計画を完成して，セイロン島内

のバレイジョの自給に成功しております。

OID熱帯地方における水田の乾季利用問題

誰れしも ，熱帯地方に旅行して，まず驚くことは ，水稲収穫（穂刈り）後の跡地が ，見渡

す限り ，藁株のまま放置されていて ，なかで点々と水牛や耕牛，山羊等が群をなして ，遊ん

でいる光景だと思います。私は以前，台湾時代に海南島の乾天田で ，このことを知ってはお

りましたが ，戦時中 ，東部ジャワで（雨季には水稲作 ，乾季にはトウモロコジ作が多い）食

増産の仕事に携った際に，東部ジャワだけでも ，こうした休閑田が ，数十万ヘククー）レに

余ることを知って ，まった＜驚きまし九

われわれ日本人の目からしますと ，濫度も光線も畑地も十分あって，ただ ，水分が不足し

ているだけなんだから，なんとか利用の道がありそうに思えてならないのであります。

まず感えられることは，（1）跡地の利用は米作とは限らないので，何か乾燥匠強い作物があ

ればよいと思います（ラッカセイ，トウモロコジ，サッマイモ，ジャロット ， （スモ ーJレオ

ニオン） ，スイカ ，マクワ ，カボチ ャ等は乾きに相当強い）。（2 野菜の内でも ，たいがい

の果菜類は乾きや暑さに相当強いから幼植物時代（苗時代）に多少の肥料と水分さえあれば

後は乾燥農法（深耕 ，除草，敷藁，灌水）で，ある程度の乾燥は防げると思います。

ただ現地で ，前作 ，水稲作の現状を見ていると ，貧しい疫家匠なるほど塁器具が粗末で ，

． 

．
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水牛等の所有者も少＜，臭作業が後れ勝ちで，折角雨季が始まっても，苗代の設置や ，種子

蒔きがおくれ，ひいては稲の成熟期が遅れて，収穫期もお〈れることとなり，いよいよ本格

的な乾燥期を迎えると，跡地の耕起が甚だ困難な状態になってしまい，後作がやれないでい

る所が非常に多いのであります。よって，こ うしたことを是正して，水稲後地の乾季作に，

ー作入れるため妬は，その地域の雨季が始まったら（北半球ではほぼ3~4月，南半球では

ほぽ9~10月） ，一斉忙苗代作り，田梢え作業を励行して，稲の収穫期を（北半球ではほ

ぼ8~9月，南半球では 4月頃）そろぇ，田圃化まだ多少の渥りがあって，水稲跡地の耕起

が容易なよう匠導くことが肝心だと思います。

幸い，東部・ジャワではトウモロコ ・ンが常食で，塁民，当m者達の協力を得て，乾季作 (2
期作）にトウモロコジを取り入れて，食租増産に寄与することができました。なおこの作業

を円滑匹取り運ぷため匠は，これまで放し飼い陀していた各塁家の家畜を，舎飼いに改め，

飼糧を施す必要も起って来ますが，それ匹は乾季作の一部にラ ッカセイやトウモロコジ作を

奨めて， 型葉を飼糧に供したらいいと思います。 （家畜の敷葉や糞尿は貴重な肥料領となり

ます。）

1 9 6 8年の夏， 8月に私達は，セイロン中部の乾燥地帯（ドライゾーン地帯）で ，水田

跡地の乾季作利用問題匠ついて調査を行いましたが，これまで私の見た範囲の，熱帯地方に

おける水田跡地の乾季作利用問題匠ついては，セイロンが最も進んでいるし ，新らしくもあ

りますので，この機会にその概要を紹介しておきましょう。

セイロン中部の乾燥地帯で，水田跡地の乾季作に取り入れられている主な作物は ，トウモ

ロ コ・ン ，ラッカセイ，ダイツ•，アヅキ，ジャロット，ナス，トマト，トウガラジ，クバコ等

． であったが，その多くはこ・（新らしく，ここ 2,3年来のもので，①関係試験場の試作的のものと，②進歩的な塁家の意欲的な栽培，③クバコ会社の委託栽培等でありました。

地域的に見ると，①セイロンのほぽ中央乾燥地帯に設けられた湘漑特別試験場では，ジャ

ロット，トウモロコ ・ン，ラッカセイ，ダイヅ，ァヅキ等が 5aから 10 aの圃場匹試験的に

栽培されておりました。 その内で，ダイズ，アズキの出来が是もよく，ジャロット（スモ —

ルオニオン）は中位，トウモロコ・ンは生育不揃い，ラッカセイは擢水過多で軟弱徒長気味で

ありました

②次いでセイロン北部（ドライゾーン地帯）のアヌルダフラの試験場では， 水田裏作のナ

ス，トウガラ ・ン （約 10 a)を見せてもらいました）生育はまあまあで，発育もおくれてい

たが，ここでは育苗技術の改善，苗床および本圃土壌の肥沃化を図ることが先決だと思いま
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し九③ここからさらに北部のバプニャでは，中塁以上で，相当大きな塁家の経営する水田

裏作（乾季作）野菜の栽培を見てきましたっ圃場は目測で 1haほどありましたが，区画も

整然として汎眉場の外側VC2ケ所。大きな井戸が堀ってあって， 1つはボンプ， 1つは牛で

潮する装置でした。土頃は砂質がかって，排水よく，畑地土壌に近かった。この農場で最も

力を入れている輪作方式は，水稲とラッカセイの組合せで， 3作と 2作の場合があって， 3

作の場合は l1月から 2月の雨季に水稲を作り「その前作と後作陀ラッカセイを作るし， 2

作の場合は水稲の後作妬ラッカセイを作っていた）このほかにも随時ナス，トウガラジ，ン

ヤロット等を輪作に取り入れていたが，この水田裏作の如きは淮水設備によって，乾季でも

水稲の前後作尻，この地方に最も適した野菜を巧みに取り入れ，稲作を含めた立旅な輪作体

系を作り上げ ，農家経営をより有利に導いているように見受けられた3

以上要するにドライゾーン地帯における水田裏作の乾季作はすでに数ケ所の試験場で，各

種作物匠ついての栽培試験が開始されたところで，成組も相当挙っているし，一方バプニャ

における 1伐家の如きは ，多少の泄水設備で ，水稲作を含めた年3作 ，2作の輪作体系を作

り上げ ，見事な成組を挙げておりました。

このセイロンにおける立派な水田裏作の成禎は ，今後，熱帯地方における水田跡地の乾季

作を，いかに押し進めていくか匠ついて ，汽料を提供しているものだと私は思います。

質 疑 応 答

（質） 熱帝では温度は変らないが，日照時間との関係はどうなります。

（答） 温度は緯度と標高で変って来ますが，日照時間はその場所の緯度で決っています。従っ

て ，温度は山の下から上へと変るが，日照時間は下も上もほぼ同じです。この頃日本各

地で ，ょ＜イチゴの高冷地育苗をやっております。これはイチゴの花芽分化が低温と短

日で促進されるのを実地にやっているわけですが，これもその点をよく注意してやらな

いと失敗し易ぃ，例えば ，仮りに8月匹イチゴの苗を 1,0 0 0 m~1,500 mの所に上

げて，育苗したとしましょう。なるほど，標高は高いので気混は5℃~7.5℃ぐらい下

りますが，日照時間はやはり 8月で ，9月の彼岸前の梢々長日期であります。従ってイ

チゴの花芽分化が不揃いとなって，開花が不揃いのことがよくあります。その防止対策

には短日操作を併用すればよい ，と云うことですが ，南方の塁園芸上では，まだまだこ

うした ，実際上の問題が数多く残されていると思います。

． 

． 
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（質） クマネギのことであるが，日本で 11時間の品種， 12時間， 13時間の品種を東南ア

ジアでやった結果をみると，どうもパルプが大きくならない。 1 2時間の日照があって

1 2時間の品種の貝塚を持って行きそのうち陀抽苔してしまう。

この前，アフガンで4月に播いたクマネギが 7,8月に立派冗バルプが出来た。日照

時間は l2時間から 13時間である。

東バキスクンは l0月末に播いて 11月末に定棺， 1月末から 2月頃バルプは形成す

るが型が太くなってしまらなく細長いのである，温度は台北と同じです。要するに東南

アジアでは日照時間は充分妃あってもそろわないということの原因はどうですか。

（答） 総括的にいうと作物の発育不揃い現象は，品種の雑駁，環境の不適，栄養不足の場合等

● □ く起る現象ですが，ここでは，先ず温度や日照時間の変化の多い日本で，クマネギ

． 

はどんな栽培状況匠あるかを述ぺ，次いで私の見解を述ぺることに致しましょう。

いま日本で栽培されているクマネギの主な品種は， 一般に泉州黄（エローフラットダ

ン／←-ス）と呼ばれ，大阪，兵庫，岐阜，長野，栃木等で， 9月上旬～中旬に苗床に播

種して， 10月下旬から 11月匠主として水田裏作に栽培されて， 6月に収穫される品

種と，他の一つは札幌黄 （エローグロープダンバ—ス）と呼ばれ，主として北海適の札

幌近郊や北見辺に栽培されている品種とがあって， この方は5月中旬に畑地に播種栽培

して 9月に収穫し， 3月頃まで普通貯蔵が可能です。これをクマネギの特性という点か

らみますと ，一般の泉州黄クマネギの系統は ，梢々短日期の 9月上句～中旬に播種して

低温短 日期の冬を起し， 3月頃まで生育を税け，梢々温暖長日期の 4月～5月（日照時

間 13~1 4時間）匹球形成が始って， 6月上～中旬の日照時問14~1 5時問頃には

堂葉が枯れ始め，次第に痙葉は倒れて，球は休眠に這入ります。札幌黄は，長日期の5

月中旬陀播種して，北海道の冷涼な夏の季候と長日期に生育を祝け， 8月から 9月の梢

々短日期忙収穫されます。斯うした点からみますと，日本では都合よく，低温短日期か

ら出発して生育を統け（9月， 10月， 11月， 12月， 1月， 2月， 3月， 4月），

高淵長日期に休眠し， 5月， 6月に収穫される品種と， 長日，低温の夏（約 25℃) 5 

月， 6月に始って (6月， 7月， 8月）と生育を続け， 8月下旬～ 9月の梢々低温と短

日期に収穫される品種とが育成されて，泉州黄は6月～ 9月頃まで市場に出荷され，札

幌黄は 10月から翌年の3月頃まで，市場に出荷されておりますが，その外にアメリカ

では温度や日照時間の影響をあまり受けない（日照時間や温度の変化匠鈍感な）バーミ

ユダオニオンと呼ばれる一連のクマネギ品種があります。戦前，私達も，台湾南部の凪
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山熱帯園芸試験場で，バーミユダ系のエキスプレスグロ ープ種を 8月下旬～ 9月上旬に

蒔き， 11月上旬～中旬に定梢して， 2月～ 3月に収穫することができました3 （今，

台高から日本に 3月頃，輪入されているクマネギがそれに当ります。）

次に質問についてお答え致します。

最初の貝塚早生（泉州黄の系統）の早期抽苔の問題でありますが，日本での早期抽苔の

原因は①播種期が一般慣行 (9月上旬～中旬） より早かった場合匠苗の発育が進んで

（型の太さ 1cm内外）低温に会って（日本では 2月頃）花芽形成が行われ ，それが高温

長日匹向う 3月から抽苔を始めるのが多いです。②この外に暖冬の場合，種子の不純の

屯合等も挙げられますが，アメリカのトムソン，スミス氏等もクマネギの早期抽苔は日

照時間の長短よりも低混との関係が密接だとし ，レッドウエザーフィルド ，工ペナイザ

ーの両品種ともに ，低温区 (10℃~1  6℃)は自然日照 ，長日 ，短日区共に抽苔し ，

高福区 (21℃~ 2 7℃)に於ては自然日照 ，長日区 (15時間）に於ても抽苔しなか

ったことを述ぺております。東南アジアに於ける貝塚早生種の不結球 ，早期抽苔問題た

ついては ，上記の日本 ，アメリカに於ける実験例と後述の凪山熱帯園芸試験場匹於ける

試験結果と・ジャワに於ける雑種不良系花よる抽苔問題を参照の上，勘案してください。

次匠アフガンで4月匹蒔いたクマネギが日照時間 12, 1 3時間の所で8月に収穫さ

れたということですが，それは季節（日照時間や温度）の点からいえば北海道の札幌黄

やセイロンの最北部・ジャフナでボンペイレット種で成巧しているのと似たものだと思い

ます。

次の東パキスクンの場合VC1 0月末に播種， 11月末定棺， 1月2月頃 ，球形成はあ

ったが，翌が太くてしまらないで ，細長いと云われるのは ，戦前（昭和 14, 1 5, 

1 7年）匹私達が，高雄の鳳山熱帝園芸試験場で，バーミユダオニオンのエキスプレス

グロープ種（黄魁種）を試作した時の状況とよく似ております。その際の私の判断では

台病南部は 10月頃から 3月頃までの強い乾燥期で ，害虫特にスリップの発生で，被で・

が酷く ，苗の発育が弱って（栄養不足）いたことと ，種子の純度が梢々低く ，早生系と

中生系とが混入している為として ，①スリップの被害防止 ，②系統を分離して，早生系

統に揃える必要があるとしました （詳細は熱帯園芸誌第11巻第 1~4号p5 5~ 

6 1)台湾匹おけるネギ頭栽培の可能性に就いての記事参照）。

尚 ，5,6年前の4月に南ベトナムのサイゴン市場で ，この不整形不揃いのエキスプ

レスグロー プ種を多数見受けましたが（デルク地方で栽培されていると聞いた） ，これ

．
 

． 
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は恐らく，クマネギ栽培が軌追妬乗っていない証拠だからとみました。また4,5年前

にセイロンのジャフナ地区で， 8月でしたが ，湘漑の出来るマ ーJレソイル土壌の畑地で ，

約 5a程の面級にポンベイレッ ト種が立派にできて居りました。 （バ ーミユダ系統のも

のと見fro)

（質） 日本の湯合，温度は考えないでよいが東南アジアでは温度ではないかと思いますが。

（答） そう簡単にゆくまいが，今のところ，私はポンベイレット種やエキスプレスグロ ープ種

等を使ったら ，やり方次第にもよりますが ，まず成巧すると思っています。短日期匹よ

＜繁る所であると，長日期には少々乾いてもよいでしょう。私は沖縄では， 3月～ 4月

収穫のクマネギを作ったら，ょく出来て，日本や韓国，中共，ンベリヤまで出荷できて

● バしろいと思っています。

（竹） 先ほどスリランカ（セイロン）でクマネギ ，トウガラ・ンが輪入禁止の段階まで生産がき

ているとの説明であるが ，それにともなう国内における流通，消費はどうか。また塁協

の販売組織は確立されています。

（答） スリランカではバレイジョとトウガラ ・ンが輪入禁止の段階で，クマネギは北部・ジャフナ

区の指導所で，約 5a程の畑地栽培で，見事に成巧している。私達が行ったのは1968

年の夏 8月でしたが ，政府当局者もなかなか熱心でしたから，いま頃はクマネギ面績も

相当増えているだろうし，パレイツヨとトウガラシの自給も立派に軌道に乗って居るこ

とと思います。販売方法は，東南ア・ジアの各地はたいがい市や町の中心に市場（バッサ

ル）があって，個人出荷が主でありました）ただコロンホ寸iでは市内に新旧 2ケ所の大

市均があって，新市鳩の中に農協の取り扱っている市場が一つありました）東南ア・ジア

一帯はまだまだ生産技術の普及段階で，流通問題はこれからの問題でありましょう。

（質） マラン，バンドンが 600m,ところが 1,0 0 0 m以上になるとどうでしょうか。

．
 

（答） トマトは l,0 0 0 m以上でもできないことはないが， 50 0 m~600mから 800m

あたりまで好適で，トマトの生育適温は (25℃~1  6℃） ， （トマトの成熟した時の

色索，リコピン，カチロンの適混は 20℃とされています） ，私が現地で見受けたとこ

ろでは，それより上にあがると何だか寒そうだし，下にさがると，トマトの生育振りが

屠そうに見えました

（:f'X) クマネギの抽苔について，これは感温性で抽苔するのですか。

（答） 詳しくいえば，クマネギの花芽形成は低温感応性で ，抽苔開花は高温長日性というぺき

で，日本ではクマネギ苗の型の太さ 1cm内外のものが， 2月頃（0℃内外）の低温に会
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って花芽を形成し， 3月以後の高温長日で不時抽苔が始って居ります。

（質） 1年目花低混にあたらなくても抽苔するのがでてくるがどういうわけですか。

（答） 簡単にいうと，ゴボー等でよく見ける，いわゆる，不良系によるものと考えます。一般

匠日本で作られているゴホ・ーは ，春蒔きして夏の間よく株が繁り戸冬を越えてから，翌

春抽苔開花するのですが ，この不良系は夏に（冬の寒さに当らないで）抽苔 ，開花結実

する株が混っています。

若しこの株から種子を取ったら，翌年は9んと抽苔株が多くなって来ます。南方一帯

では一般匠冬がありませんので ，この外にもいま日本で作られているようなダイコン，

カプ，クイナ，キヨウナ，フダンソウ等一般陀南方では抽苔開花せず，種子も取れませ

んが ，長い間の内匠は抽苔開花するものがあったとみえて ，スラパヤ近郊の野菜栽培地

ではクイナやフダンソウのごく粗末なものでしたが，抽苔開花，採種，栽培されている

のを見受けましたまた東部ジャワのトサリ（標高約1.000mの所）では ，見渡す限

りトサリ大根の花盛りを見受けましたが ，このサトリ大根など，地上部の葉はよく茂り，

花も咲き ，種子も現地で取れますが ，根っ子はさつばり駄目で，小指の太さ位しかあり

ません。これは吾々の方でいう逆沙汰に依る品種退化の現象です。戦時中南方の島々で ，

現地自活の兵隊さん方が，南方では ，ダイコンの花は咲くが，根っ子はだめだといって

いるのは，たいがい此のためです。私はクマネギではまだ斯うした現象を見つけては居

りまぜんが ，これに良く似た現象と見てよいのは ，昭和23年の 5月でしたが ，福岡泉

大牟田市附近のクマネギ畑で ，おびただしい不時抽苔株の畑を認めなしたので，調ぺて

見たら ，驚ろいたことに，赤クマネギ ，白クマネギ ，甲高 ，肩平型の入り混った，雑種

不良型（今の日本ではちょっと見られない）でしたが（種子は北陸のB県産のものであ

った） ，南方でのクマネギの不時抽苔現象については一応こうした事も念頭において ，

原則的なクマネギの品種，系統 ，栽培地の緯度 ，高度 ，温度 ，日照時間，雨季，乾燥等

の関係をよく勘案して ，対策に当らねばならないことで ，今後匠残された栽培技術上の

研究問題のひとつですよ。

（質） 南方のバレイジョはバイラスの問題がありますか。

（答） 南方のバレイジョ栽培では，最も警戒を要する問題だと思います。この病気は専らアプ

ラ虫による伝染ですから ，この虫のいない高冷地で種芋を取ることが ，最も肝要なこと

です。バレイジョの栽培は平均 15℃位の所が適地とされております。標高からいうと

1,000 m~1,500 mの地帯で種芋を栽培し，食用バレイツヨの方は80 0 m~  

．
 

． 
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1,000 mの所で作ったらよかろうと思います。台驚では，種バレイツヨは年々日本内

地から移入し ，台中州下の豊原地方で，二期作米の収穫後（ 11月）の跡地にバレイツ

ヨを植付けて，一期作米の棺付け (2月）までの3ヶ月の間匹バレイツヨを作り立派な

成績を挙げておりました（稲2作 ，バレインヨ 1作の計 3作）。

('N) 種芋は例えば高冷地で取るということです。

（答） そうです。戦前ジャワのバンドン洲チカ 、；；ャンの佐藤塁園（標森 1,3 0 0 m)では，ォ

ランダ政庁の依頼を受けて，バレイジョの原種をオランダから年々輸入し，それを佐藤

農園で栽培して，約 10倍匹ふやしたのを，一般塁家に種芋として売っておりました。

（質） 種芋さえょければ ，バレイジョはできるということですか。

● （答） そうです。ジャワは山も多いし ，交通も拓けていて ，農家も一ばい住んで居るから，高

． 

冷地を利用すれば楽にできたっしかも、ジャワの山はたいがい火山灰土だから，立派なバ

レイジヨがよくできていた。前に述べたスリランカ（セイロン）では ，ジャワの佐藤農

園でやっているような方法で立派な種芋を作り ，一般塁家の栽培用に供して ，バレイ ジ

ヨの自給に成巧して居りましな戦前，私達も高雄の鳳山熱帯園芸試験場（低地）で，

霧社（標高 1,000m)で作った種芋を用い，相当の成績を挙げていた3

（質） 雨季匠は野菜が欠乏すると，雨季の野菜として，どうすればよいですか。

（答） 前に詳しく述ぺたが ，先ず第ーは，標高の利用である。これまで南方ー帝の一般野菜の

栽培は，雨季を目的た作っていたのではなく，乾季化作り易い，池や川の近くの ，低地

に主として栽培されていたので ，雨季匠は水没し匠なって困るというわけです。カンボ

ジャのプノンベン市，ペトナムのサイゴン市に供給される在来野菜は，たいがい，その

中間のメコン河流城の肥沃な畑地で栽培されたものが多かった；、；；ャワでも ，ジャ カル

ク，スラバヤ両市ともそうした産地があったし，セイロンのコロンボ市匠はカラニ河に

沿った（コロンボ市から約 4K) セイドリット村（約 20 0戸， 1戸当り約 10 aの零

細度家の集約地 ， 沖縄土壌 • 地下水位約 3 択）これからは今後どうしても ，排水良好な

畑地を他に求めて，熱帯本来の果菜類を基にして，施肥と病虫害に注意し，大々的に栽

培を進展さすぺきものだと思いますよ。ナス，キユウリ，トマト，スイカ，マクワウリ，

地メロン等大い匠いいで しょうし• サツマイモ ， サトイモ， ジョ ウガ等から，ラ ッ カ

セイ ，トウモロ コジ等適作物が沢山ありますよ。斯様匠考えて来ると ，南方一帯で， 今

後に残された大きな問題として，標商の低い丘咳地から山脚地帯の畑地利用に至るまで，

南方の野菜開発紀は，先ず標高の利用ということを念頭匹おくこと ，次に水田裏作の乾
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季作利用ということですが，それたはどうしても各自の政府当局者がその気になって ，

陣頭指揮を取り，一方では抱くまで，自力更生の実を挙げることが必要だと思っていま

す。

（質） 台湾に 3年おりますが ，先生のおられた頃の日本の賢料しか浅っておらず ，その後気象

デークー等のデークーがない ，先生がおられた当時は雨期が乾期がうまく分かれていた。

しかし昨年は冬に雨がきて，秋から春忙かけての野菜は大減収であった。今年は逆VC8 

月から雨が降らない。秋が早ければ春の雨期が早くなるのではないかという心配があり

ます。 トマトは 3月が収穫のピークです。もしこのような経験があれば教え願いたい。

（答） 私は台喬匹行くとき ，先ず東京の中央気象台を訪ね，当時の岡山台長さん妬会って，気

象の概要を承り ，汽料を分けて只って赴任致しました。その時の贅料が今も凪山の熱帝 ・
園芸試験場に展示されていると思います。台湾の地形はご承知のよう陀 ，中央を縦に走

る背稜山脈と ，新竹州を横切って東西匹走る山脈とがあって ，この山脈で ，北の台北，

新竹州と南の台中 ，台南 ，高雄州とに分け ，冬の季節を雨季と乾季匹分けております。

すなわち ，台贅の北部は冬の北風で日本の裏日本等とよく似て雨が多く，南は表日本と

よく似て，乾季で晴天が涜いていました3 私は台満に昭和14,15,16,17年と

4ケ年居りましたが ，乾季と雨季で，ご説のような記樟は浅っておりません。 トマトは

乎地でせいぜい 5月頃までは作れた，その頃の産地は台南附近で，日本の商社が5,6 

社来て，加工原料の栽培が主で，砂糖キピとの輪作に作っているところが多かった。 ト

マトの栽培法も相当乱暴で ，収駄も少なかった3 トマトは苗時代匹，すで匠第 3花房位

まで形成されておりますが ，そんなこんなで一切お構いなしでしな定植後の株の発育

状態などしらぺて見ると，たいがい 1段花房 ，2段花房ぐらいは落ちていまし九 トマ

トに限らずナスやキユウリ等の果菜類は ，播種後 60~7 0日の苗時代vc'初期の花芽 ． 
が形成されておりますので ，移植 ，定植 ，施肥 ，灌水，桑剤撒布等，苗の管理花は充分

注意せねばなりませんが ，前匠述ぺたよう vc'台湾に限らず，セイロンでもさうでした

が，南方一帯では ，まだまだこの辺たも今後果菜類栽培匹当っての ，大きな問題がいく

らも浅されています。

（質） 日本のトマトはピンクである。加工は赤，東南アジアを見ると生食用も赤 ，加工も赤と

共通である。日本でもそういうムードがでてきたというか ，この辺の先生の解釈を聞き

たい。

（答） よく問題にされますが ，トマ トでは外皮（クチクラ）の色で ，赤ともビンクともなるの

-9 7 -



で，中味（肉色）はどちらも同じです。従って加工用匹は，どちらでもよいわけですが，

生食用には商品としての好みがあるので，一種の流行位に見ていてよいでしょう。日本

でも始めの頃は英国系の赤色トマトでしたが，今ではアメリカ系の桃色トマトが好まれ

ています。

（質） 消毀者（加工業者）の動向として，赤い部分に変りかかったということですか。

（答） それでよいでしょう。たまたま，日本で改良された，珠光という加工用トマト品種が赤

で，一般で作られるようたなったので，加工弔トマトは赤色トマトと見られがちだと思

います。

（質） 北ペトナムでパレイジョ，トマトの可能性を感じてもよいか教え願いたい。

● （答） 北ペトナムは台湾の屏東，高雄のやや南で，北緯 20度から 24度に当り，大陸の内陸

地帯が多いから，夏，冬，日夜の混度差は台湾南部より少しは多いと思います。従って

9月以降 3月頃までの時期を狙って，トマトやバレイツヨを作ったら，恐らくできまし

よう，また，前に述ぺたクマネギ等もバーミユダ系統のものを選んで作ったらできると

． 

思います。

（質） 果菜類の栽培匹ついて ，日本で接木をやっているが，南方では温度 ，気象の関係が支障

になることがあります。

（答） 日本でいまトマトやキユウリ等で接木をやっているのは主として集約なピニールハウス

栽培の場合と露地栽培のスイカでは蔓割病を防ぐためvc'接木栽培を行っております。

光線不足のピニーJレハウスの中で，しかも巣約栽培の場合ですから，接木という手間を

かけてもひきあうのでやっているのです。露地栽培では ，スイカ以外は殆んどやってお

りません。いま南方で主として栽培されている果菜はカボチャ，トウガン，ヘチマ，ニ

ガウリ，ハヤトウリ等のどく作り易いものですから，接木栽培の必要は殆んどあります

まい。前匹述べたようにスイカ，キユウリ，マクワウリ，メロン等は主としてウリミバ

ィ，ナス，トマト，トウガラ・ン，ワク等はフクテンコミドリヨコパイ匹たいがいやられ

ておりますから，先ずこれらを防ぎさえすれば，元来，南方が本場なんですから，ょく

できる筈です。

（質） 果菜類は連作ができないといわれています力も

（答） 連作の害は果菜類とは限りませんが，ナス科のものが特に連作の害は顕若です。ナス科

のものにl:tナス ，トマト，トウガラジ， バレイ、ンヨ ，クバコ等がありますから，これ等

の連作 ，倫作共に注意して下さい。
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（質） 南方の場合どういうふう妬さけますか。

（答） 南方でも日本でもほぽ同じですが，先ず大事なことは輪作に注意して，同じ科，属の種

類の作付けは避けたい。できれば科のラッカセイとかダイズ，ァヅキ，ナガマメ，フ

ジマメ或いは百合科のネギ ，クマネギ， ．ンヤロット，禾本科のトウモロコ ・ン等を一作入

れる。なお排水のよい山脚地帯に栽培地を求める。水田地帯だと裏作もよいでしょう。

施肥の際陀多分の石灰 ，推肥を施すのもよい方法です。全般的妬いうと ，南方ではどう

かゆっくりした，緩慢な輪作体系で，適する種類を選んで一作どと，良く作るように心

掛けて下さへ私はだんだんと日本の野菜栽培の状況を見ていますと，都市近郊のどく

集約な地帯，東京でいえば北砂町，大阪の ，下関の安岡， 福岡の箱崎，広島の観音町

等のような ，年に 5作も 6作もの野菜を作ることを，進んだ方法かのように思っている

人もあるようですが ，これはどく一部の限られた所でやる方法で，これからはやはり，

各地城匠最も適した野菜数品目を選んで，長期的な輪作体系を確立し，優良品の多収栽

培を心掛けて，かたがた地力の維持増進に努め，省力化を図って生産性を高めねばなら

ないものだと思いますよ。 (1973- 1. 28) 

以上
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講 師 略 歴 （講義順）

佐藤 孝氏

昭和 14年

昭和 14年～ 15年

昭和 21年～23年

昭和 23年～ 29年

昭和 29年～ 44年

昭和44年～現在

京都大学塁学部塁学科卒業

塁林省農事試験場助手

辻 薦氏

全国農業会高等農事講習所助教授

京都大学塁学部講師

兵庫農科大学教授

神戸大学農学部教授

大正6年鳥取県匠生る。昭和16年東京帝国大学農学部農芸化学科卒業。陸軍技術部将校 ，

塁薬製造会社，油脂加工会社などを経て，昭和29年（株）界面化学研究所設立し同代表取締役

昭和 35年辻化学技術事務所設立し同所長として今日に至る。

塁学博士，技術士（科学技術庁登録第 52 4号），日本技術士会理事化学部会長

主なる海外技術協力歴：

ネパー）レ（昭和29年） ．．．．．．．．．． APO

中華民国（昭和30年）．．．．．．．．．． AP0 

大韓民国（昭和 31年）．．．．．．．．．． APO

スリランカ（昭和46年） ．． ．．．． ..OTCA  

スリランカ（昭和48年） ．．．．．．．． OTCA

その他 6回 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..4ケ国

主なる著書 ：

食品加工技術ハンドプック（編著）

洗浄と洗剤（著）

憬近クリーニング技術（著）

公害防止技術便覧（共著）



大 谷 滋 氏

昭和12年 北海道大学農学部林学科卒業

昭和12年 三井物産株式会を七入社

昭和38年 同上山林部長代理

昭和45年 三井物産株式会社停年退瞭

昭和45年 東亜産業開発（株）常務取締役林業部長

昭和46年 海外農業開発財団

江 口 庸 雄 氏

大正 14年 東京帝国大学農学部農学科卒業

昭和 2年 府立大阪農業試験場技師

昭和 4年 岐阜高等塁林学校教授

昭和 9年 千葉高等園芸学校教授

昭和14年 台湾総督府鳳山熱帯園芸試験場 支所長

昭和 18年 ジャワ ．ボゴール国立農業試験場 園芸部長

昭和23年 農林省塁業技術研究所そ菜課長

昭和33年 日本大学農獣医学部教授

塁学博士 ，農学賞 ，毎日学術奨励金名授賞国際農友会理事 ，日本熱帯農業学会評議員

昭和31年カンボジア ，昭和41年南ベ トナム，昭和43年アメリカ，セイロン等へ

園芸畑作調査出張。

． 

． 



． 

• 

編集後記

セミナーテキスト第 1 1号ができあがりました。

本号が 4 7年度の第 4冊目で本年度の最終号です。

年間プログラムの編成に当っては，努めて広範匠，各分野の讚師匠お願いし ，テキスト

そのものが皆さん方の座右の友となるよう，頑張ってきました。来年度も引続き 5月か

ら始め，本年とほぼ同じ要領で開催する予定です。またこれに関連して海外での現地セ

ミナ ーは全登録要員と一般特志者の学習の場とし，テキストも一人でも多くの方々にこ・

愛読いただきたくお奨めいたします。そうした意味でも皆さんからのご希望 ，ご意見を

どしどしお聞かせ下さるようお待ちしております。

（担当者） 松山常市
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